
２．団体・事業者などで対応に苦慮している相談・意見や課題について　 主な意見は、網掛けしてあります。

対応苦
慮相談

団体
課題
自由
意見

計 高齢者 障害者 子育て
限定
せず

計 担い手
市民
意識
制度
の枠
多様化す
るニーズ

相談・交
流の場

連携・活動
のあり方

災害時要
援護者
行政へ
の要望

計

1 民生委員児童委員協議会 1 161 130 別紙 291 146 23 66 72 307 15 40 29 14 54 87 13 39 291

2 民生委員児童委員協議会（H21.2月） 20 14 5 別紙 19 7 3 9 19 1 2 2 1 10 2 1 19

3 社会福祉協議会 24 13 10 別紙 23 7 4 13 24 3 3 13 4 23

4 老人クラブ 26 5 7 別紙 12 12 12 4 1 1 2 2 2 12

5 自治会 27 2 2 別紙 4 1 2 1 4 1 1 2 4

6 社会福祉法人（高齢者） 28 1 1 別紙 2 2 2 2 2

7 地域包括支援センター 28 3 2 別紙 5 5 1 6 5 5

8 社会福祉法人（障害者） 28 1 1 別紙 2 2 2 2 2

9 NPO（障害者） 29 3 3 別紙 6 6 6 5 1 6

10 障害者支援団体 29 7 4 別紙 11 11 11 3 4 3 1 11

11 保育所 31 2 2 別紙 4 4 4 1 1 2 4

12 子育て支援団体 別紙 0 0 0

13 健康おだわら普及員 31 1 1 別紙 2 2 2 1 1 2

14 薬剤師会 別紙 0 0 0

15 食生活改善推進団体 別紙 0 0 0

16 一般市民 別紙 0 0 0

17 ボランティア団体 別紙 0 0 0

18 その他 別紙 0 0 0

19 ケアタウン構想委員 別紙 0 0 0

計 213 168 0 381 182 43 79 95 399 27 41 52 19 66 114 15 47 381

割合 56% 44% 100% 46% 11% 20% 24% 100% 7% 11% 14% 5% 17% 30% 4% 12% 100%

資料１－２

団体区分 ページ№
ケアタウンの視点別

分類
意見数

分野別（重複該当有）
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２．団体・事業者などで対応に苦慮している相談・意見や課題について 　

№
団体
区分
団体
名等
分野 １．対応に苦慮している問題 ２．対応状況 視点 ３．団体・事業者などの課題 ４．対応状況 視点

1 民児協 新玉 高齢者

独居高齢者について
７０代の方は比較的安心ですが、８０代に
入った初期の認知症の方の扱いに苦慮し
ています。

家族（別居の娘、息子）もうすうす気づい
ているのですが、隣近所の方の見守りに
頼っています。気になります。

相談・交流の
場

2 民児協 新玉 高齢者

つい最近まで通常に生活されていた老夫
婦が急にどちらかが病気になると両者共病
気になってしまい、どうして良いか分から
ず、相談にも受けられなくなっています。

お達者チェックにしろ、自治会の家族調
査にせよ、個人情報を理由に殆どの方
が協力的でないので困ってしまう。そし
て、自分達が困った時は何とかして欲し
いと言い出す。

相談・交流の
場

3 民児協 新玉 高齢者

独居者訪問を迷惑そうな方がいる。又、高
齢で日常生活に補助を必要とする人でも、
他人が家に入るのを嫌う人がいる。

軽く声をかける程度にしている。
子供達が介護するからと本人が言って
も、子供達もそれぞれ自分の生活があ
り、大変という場合は、包括支援セン
ターを紹介している。

市民意識

地域内にコンビニ・スーパー等がなく、足腰
悪い高齢者は日常の買物が大変な様子。
高齢者の人数が多いので、細かく目が行き
届かないのではと危惧している。

交通事故が心配なので、夕方の車の多い
時間帯は避けて出かけるように、昼食等は
お弁当屋さんの紹介を依頼されれば、教え
ている。包括支援センターを紹介するときも
ある。近所の人に何かあったら知らせるよ
う頼んでいる。

連携・活動の
あり方

4 民児協 新玉
高齢者・子
育て

高齢者世帯が増えている中、新聞やその
他の紙等回収場所が２ヶ所しかないので、
回収場所まで運ぶのが大変になっていま
す。
近くに肉屋、八百屋等小売店が無くなって
きています。買物が不便です。

我が地区では、回収場所を増やしましょ
うという意見は出ていますが、いまだ
決っていません。
高齢者の方は宅配を利用している人も
いるが、遠方まで、買物に行っていま
す。

多様化する
ニーズ

子供の人数が大分少なくなってきました。
子供会の行事も以前の様には出来なくなっ
てきている様です。また、遊べる場所もあり
ません。

親の意識も変わってきて、行事よりも家族
て゜出かけることの方が、優先の家が増え
てきました。各地区に小さな公園やお年寄
りや子供達が一緒に集えるサロンでもある
と良い。

相談・交流の
場

5 民児協 新玉 高齢者

75歳未満の健康、生活等問題を抱える高
齢者の情報が何か事が起きないと判らな
い。（特にアパート、マンションなどに住む
独居男性）

個人情報保護のため、民生委員には知ら
せられないことから、手をつけられない。 連携・活動の

あり方

6 民児協 新玉 限定せず

相変わらず動物の飼育のマナーの悪さが
目立ちます。尿や糞を早朝や夜間に散歩し
ていることや、マンションの最上部屋の外で
昼間はそう気にならないが、夜間犬の鳴き
声等条例が無いものか。

市民意識

歩道に電柱があり、歩行者が特に車椅子
の方が不自由しています。新玉地区１１区
公民館のある歩道です。 行政への要望

7 民児協 万年 高齢者

一人暮しの高齢者への福島県の市役所か
ら手紙がきて、もう何十年とおとさたなしの
養子の方が生活保護受けている事で、書
類が届きました。今さら受け入れませんの
で、困っていました。電話もかかってきま
す。病院通いで、やっと生活しています。

相談されましたが、一応警察に行き、書
類が本物か調べてもらいました。書類の
内容の記入には、本人と警察と、民生委
員の立会いの上、本人に書いてもらいま
した。心配なので、警察の方に見回りを
お願い致しました。警察の方がよくみま
わりに来てくれるとの事です。

多様化する
ニーズ

8 民児協 幸 高齢者

高齢者世帯で自宅介護をしておられる人自
身が高齢化し、家事その他生活上の負担
が多くなっている。又要介護者の短期ステ
イをお願いしても、思うように対応してもら
えない。

制度の枠

9 民児協 幸 高齢者

８６歳独居の方が、玄関に外階段があり上
るのが不自由とのこと、手すりを付けてもら
いたいが誰に頼んだらよいのかと相談され
た。午前中に包括センターへ連絡する。

午後、早速包括支援センター男性女性
二人でその家に行き対応してくれた。い
ろいろと本人と相談され、外階段に手す
りがつきました。

多様化する
ニーズ
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２．団体・事業者などで対応に苦慮している相談・意見や課題について 　

№
団体
区分
団体
名等
分野 １．対応に苦慮している問題 ２．対応状況 視点 ３．団体・事業者などの課題 ４．対応状況 視点

10 民児協 幸
高齢者・子
育て

夫婦間のトラブル、妻側からの相談で、夫
からの暴言、いやがらせ等に苦慮してい
る。包括センターに相談しましたが、ご主人
との面会ができずに判断ができない状況で
す。現在は小康状態なのでしばらく様子を
見ることにしました。

包括センターに相談し助言をいただきま
したが、問題が多く専門の方の助言が必
要と思われる。

相談・交流の
場

高齢者と若年層の交流の場があると、高齢
者から地元の歴史、風物詩等を聞くことが
でき、地元に愛着が生まれるのでは。

子どもが少なくなり、各子供会も活動が縮
小されるなかで、世代間交流を実現すべく
催し物を企画し、交流を始めています。

相談・交流の
場

11 民児協 幸 限定せず

自治会、老人会、青年部、婦人部、子供
会、民生委員等で１カ月に１度会合を持っ
ていますので、特に気がつくことはありませ
ん。

行政への要望

12 民児協 幸 高齢者

地域に競輪場があるため、いろいろな人が
出入りします。昨年の暮れに高齢者宅を
狙った事件が起き、競輪場関係側も交通整
理、防犯パトロール者を増員なさったようで
すが。地域が広いので、住民の不安を取り
除くために何かよい方法はないものかと、
自治会で定例会の議題になりました。

「自分たちの地域は自分たちで守らなけ
れば」ということで、まずは防犯パトロー
ルを始めました。競輪開催中を初旬、中
旬、下旬に分け、巡回地域は３地区に分
け、巡回メンバーは自治会・老人会・民
生・ボランティア・子供会・公民館部会・
氏子・組長、夜は青壮年部、原則として
複数（３名以上）で巡回する。今年の２月
から始めたのですが、月１度参加すれば
よいのですからそれほど負担になりませ
ん。自治会を主として皆で協力しあい、
明るい町作り、安心できる町にしたいも
のです。

連携・活動の
あり方

13 民児協 十字
高齢者・子
育て

当地区でも介護している人が高齢化で苦
慮している。

回覧版で対応している。
相談・交流の
場

子育て世代は共稼ぎが多く、できれば老人
会で見守れば。

毎月１回あいさつの日に老人会の人に対
応してもらっているが、もう少し日数を増や
しても良いのではないか。

連携・活動の
あり方

14 民児協 十字 限定せず

行政からの情報量が増え、しかも複雑なも
のとなり、民生委員として住民にきめ細か
なサービスの提供ができているのか、いつ
も不安に思っています。

個人の情報に対する住民の意識の変化
に伴い、ネットワークづくりよりも、私は地
域の民営委員と一住民の関係を大事に
していきたいと思っています。

連携・活動の
あり方

住民⇔民生委員⇔行政の間の情報・サー
ビスの流れを簡素なものにしていただきた
い。

一民生委員としては情報の集積、また地区
民児協、地区社協との連携の中で対応して
います。 連携・活動の

あり方

15 民児協 十字 限定せず

地域の役員を受ける人が、いつも同じよう
な顔ぶれです。
役員（特に民生委員）はたいへんと言う意
識が強いのだと思います。
そのような点を改善する手だては何かない
ものでしょうか･･･。

担い手

近隣の閉塞感が強い地域であると感じま
す。
もう少し近隣同士が声を掛け合い、何かあ
る時は助け合う気持ちを出せるような地域
になれたらと思います。

市民意識

16 民児協 十字 子育て

・ 最近、行政や社協からのアンケート調査
が多い様に感じるとの声。
・ 同じ様に団体や行政からの事業が地域
に降りて来る事で、人集めに大変。

参加者を集めるには回覧板でお知らせ
するか、サロン等で高齢者が集まった時
行政の担当職員の説明等があればより
詳しく内容が解るのではないか？ 行政への要望

毎月、月初めに一回、自治会のあいさつの
日がありますが、通学する子どもと通勤す
る大人達にも浸透してきて毎回気持ち良い
ひと時が持てます。これにも子どもを見守
る参加者が少なくきまった人だけが現状で
す。

自治会の常会等で地域の住民に呼び掛け
はしています。

担い手

17 民児協 足柄 子育て

見守りや声かけは多数の参加が望ましい。
(交代が出来る)

老人会の方の通学時の見守りや声かけは
核家族家庭の子どもは相互に心の交流が
図られていると思う。(今日、おじさん出て来
ていないけど具合悪いのかな)

連携・活動の
あり方
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№
団体
区分
団体
名等
分野 １．対応に苦慮している問題 ２．対応状況 視点 ３．団体・事業者などの課題 ４．対応状況 視点

18 民児協 足柄 子育て

就園前の子どもを遊ばせる場所が少ない。
お母さん同士のコミュニケーションを取り、
友人を作りたい。

地区民児協で月１回の子育てサロンを
開いている。

相談・交流の
場

・子育てサロンの回数を増やすと良いと思
うが、これ以上の活動は負担が大きい。
・問題をかかえているのに、サロンに来てく
れないお母さんをどのように参加してもらえ
るようにするか。

連携・活動の
あり方

19 民児協 足柄 子育て

お祭りの件ですが、地区の子供と大人のコ
ミュニケーションを図る絶好の機会ですが、
子供の参加が少なく、残念。

子供は参加したくても(塾、習い事)のため
参加出来ず、山車は親子(学童前)と、小学
生と一緒に引いた。神輿は公民館にかざっ
て置いた。 市民意識

20 民児協 足柄 高齢者

独居老人の食事等が心配ですが？ 見守りを行うようにしている。
相談・交流の
場

21 民児協 足柄 限定せず

災害放送が聞き取りにくく、強風、大雨時に
は全く聞こえないと思われます。行政側も
承知していると思っていますが、対策をお
願いします。

行政への要望

高齢者、障害者、子供等のいろいろな問題
が言われておりますが、民生委員もなやみ
ながら少しでも世の中のお役に立つように
活動しているつもりです。

連携・活動の
あり方

22 民児協 足柄 限定せず

３３区の場合、民生委員も自治会の役員で
あるので、地域とのコミュニケーションは良
く取れていると思います。ただ役員は、一部
の人達が何年も引き受けているだけで、新
メンバーになる人がいない事に困っていま
す。

民生委員仲間の仲も良く、事業、懇親す
べてに協力的ですし、足柄地区としても
自治会と対立関係にはないと思っていま
すが、新しい事業を考える前向きな力は
ありません。

担い手

孤立している人(孤立していることに困って
いないが、幸せそうに暮らしているとは思え
ない)を仲間に入れる事がむずかしい。

私個人としては地域のほとんどの人に声か
けしているつもりですが、地域の人達同士
の声かけはあまりありません。皆で助け合
う精神的満足を地域皆が求めてくれる小田
原市をめざして活動していきたいと思いま
す。

連携・活動の
あり方

23 民児協 足柄 高齢者

地区は3分割しているが、高齢者の比率が
高く、また、自治会に入っいる人も多く、連
絡等不安である。

アパートに入っている人も多く、家賃等
の支払いから高齢者で滞納をしている人
もいる。福祉でなんとかならないか。

連携・活動の
あり方

24 民児協 芦子 高齢者

独居の食事会や、いきいき健康に誘っても
出てこない人が多い。本当はそういう人の
集まるところに来ておしゃべりをしたりして、
人とのつながり、仲間ができるのではと思
う。いつも出席される方は次が楽しみと言
われる

相談・交流の
場

25 民児協 芦子 高齢者

・夜は家族がいるが昼間一人になってしま
う高齢者は、もしもの事があったときどのよ
うな対処をしたらよいのか
・連絡できない状態があった場合のことを
考えると心配である。

民生委員としてはやはり限度があり、中
にまで踏み込めない部分もあるので思
案中。 多様化する

ニーズ

独居の場合は訪問もあるが老々介護で二
人暮らしの場合も見守りが必要かもしれな
いと思う

家族が遠方に住んでいてすぐには着くこと
ができないと思うので、そのような方々には
市では何か対策方法があるのか。見守り
が必要と思い心がけているが限度がある。 制度の枠

26 民児協 芦子
高齢者・子
育て

児童の問題：誕生、幼児、小・中学校と状
況を把握できる機会が少ない。又、問題が
あっても簡単にその児童の身辺には入って
いけないのが実態である。

学校等の連絡会等である程度の様子は
知ることができている。

連携・活動の
あり方

地域の一人暮らし高齢者の日常生活が困
難になりつつあるため、生活を支えるため
にどのような支援ができるか包括支援セン
ターに相談

すぐに高齢者宅を一緒に訪問してくれ、緊
急情報システム、介護保険申請、その他い
ろいろアドバイスを受けた。 相談・交流の

場

27 民児協 芦子 限定せず
民生委員のなり手がなく困っている。

担い手
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№
団体
区分
団体
名等
分野 １．対応に苦慮している問題 ２．対応状況 視点 ３．団体・事業者などの課題 ４．対応状況 視点

28 民児協 芦子 高齢者

・一人暮らしの高齢者で体力も弱ってきて
いるが、介護保険などの福祉利用を拒否し
ている人がいる。
・民生委員の仕事は一人暮らしの高齢者、
病弱者への個別アプローチが中心と思う。
敬老会の実施など多数のかたがたを対象
とする行事は行政及び自治会の仕事と思
う。

・定期的な訪問による安否確認、隣人へ
の注意の喚起等・敬老会の実施は民生
委員が中心となっている。赤い羽根共同
募金、社協の年会費集金（募金集め）
等、自治会との役割分担を整理する時
期にきている。

連携・活動の
あり方

・ケアタウン構想の中で、行政・自治会・民
生委員等の役割分担を明確化していかな
いと本当に支援が必要な人への支援がも
れてしまう心配がある。
・地震、水害等の災害が発生したときは行
政、自治会、民生委員、住民等が一体と
なって対応することになるが、対応マニュア
ル等事前の準備は行政、自治会で作って
おく必要がある。現状では自治会の力が弱
い。地区によるばらつきが大きい。

連携・活動の
あり方

29 民児協 芦子 子育て

・災害時要援護者所在マップを民生委員が
調査制作し、自治会長と二人が保有してい
るが、民生委員が自治会の防災組織のメ
ンバーになっていないので、災害時には自
治会長の資料だけで対応ができるかが心
配です。

自治会としては自主防災組織を自治会
理事１４名で構成しており、災害時は防
災本部長が指揮することになっていると
の回答。 災害時要援護

者

小・中学校と年間１～２回、問題生徒の校
内外の活動状況、生活状況などの打合せ
会を実施しているが、表面的な打合せ会に
なっている。もう少し突っ込んだ話し合いを
行い双方で見守り活動を強化したい、又中
学の場合は会議資料が会議終了後回収さ
れる。

資料回収は後日外部に漏れた場合を想定
し、学校側の責任回避のためと受け止めま
した。

連携・活動の
あり方

30 民児協 二川 高齢者

高齢者夫婦、一人暮しの人の孤独化が心
配
サロン会など開催しても老人会等入会者の
みで、出てこない

声かけをできるだけする

相談・交流の
場

31 民児協 二川
高齢者・子
育て

・高齢者がだんだんと増加し、独居世帯も
増えているが、個人商店がだんだんとなく
なり、大きいスーパーまで遠く、こまってい
るという話をよく聞きます。

・回覧板程度だと思う。
・子供達が相談し、福祉サービスを受け
ている。 多様化する

ニーズ

・学校や老人会、地域の方々が、登校や、
下校のときなど、よく見守っているが、子供
の親たちも、積極的に出来る範囲内で参加
する方がよいと思います。

市民意識

32 民児協 二川 高齢者

まだ一度しか利用はないが（２０年９月）
第２地区包括支援センターの対応は素
晴らしかった。

相談・交流の
場

33 民児協 二川 限定せず

個人情報保護という題目のために、“要援
助者”の情報がある部分で止まっている。
即行動に結びつけるためには“情報の共
有”を支障のない範囲で考えるべきだと思
うが

制度の枠

34 民児協 東富水 高齢者

要介護独居高齢者が施設に入所を希望し
ているが、なかなか空きが出ないで困って
いる。低所得者向けの施設を増やすことは
できないものか。

とりあえずデイケアの回数を増やして対応
している。

制度の枠

35 民児協 東富水 高齢者

介護している本人が高齢で、家事・介護の
負担が重い。
医療行為のためデイサービスを利用できな
い家庭の、介護している本人の負担は大
変である。

包括センター、福祉サービス業等に相談
している。

制度の枠

36 民児協 東富水 高齢者

独居老人が病院に行くとき、どうしても付き
添いの都合がつかないとき、包括支援セン
ターに相談したが、有料のヘルパーを紹介
すると言われた。

経済的にゆとりがあればよいが、そうで
ない場合は病院にも行けなくなってしま
うのではないか、と心配である。 制度の枠

自治会、民生委員共になり手がなく、仕事
をしながらではどうしても無理が出てくるの
で、仕事に影響のないようなやり方をもっと
検討してはどうだろうか。

今のままでは、すべてリタイア組だけです
べてやらなければならなくなるのではない
かと思う。 担い手

4/31 団体意見
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37 民児協 東富水 高齢者

・独居の高齢者が増加し、見守り等が難しく
なっている。
・独居の高齢者等の長男・長女が遠方に居
住することから、問題が生じたときなど他人
まかせとなっている。

・民生委員と支援センターの関係者が見
守りのため訪問しているが、毎日訪問確
認は難しい。
・民生委員が中心となり対応している。

連携・活動の
あり方

38 民児協 富水 障害者

精神的（神経的）に病んでいる人と近隣住
民とのトラブル。これから益々増加するであ
ろう。

障害の程度により対応機関が無く、難し
い場合がある。

制度の枠

39 民児協 富水 限定せず

証明事務について、手引書に住民の生活
実態をよく知っているとありますが、突然初
対面の方に証明をお願いされる事や、内容
に不安を感じることがあります。何か他に
方法がないものかと思う。

行政への要望

40 民児協 富水
高齢者・子
育て

敬老会の対象者が年々増えているので、
地域での催事は難しいものがある（公民館
がないので）

公民館が無いため「いずみ」を使用して
の敬老会だが、どのようになるか今後も
利用することがベストであってほしい。

相談・交流の
場

子供の学童保育は３年生までですが、それ
以上の学年の子供たちはどうすればよい
のか。中学生であっても日中親が働いてい
る場合、大人の目があったらと思う。

子供会だけでなくその上の子の組織はでき
ないものか。

相談・交流の
場

41 民児協 富水
高齢者・子
育て

地域の人達のことはだいたいわかるのです
が、マンションやアパートの人達のことがよ
くわからない。

介護を受けてる人の所に行っても相談な
ど受けたことがない。

市民意識

自分の子供達が大きくなっているので地域
の子供達のふれ合う機会がすくないので
もっと機会があったほうがいいです。

地域の子供達のイベントやふれ合いが昔
にくらべてすくなくなっているのでもう少しふ
やしたほうがよいと思います〔子供会もだん
だんなくなって来ています）

相談・交流の
場

42 民児協 富水 限定せず

個人からの困りごと相談等で近所の揉め
事に関する事が一番気を使う事が多いと
思われます。その他に一人暮らしの方で日
頃の見守り活動中に、気がかりでも訪問拒
否があり近隣との付き合いも全くなく、ただ
気にかけているという状態がある。

民児協会長に相談し、対応している。
訪問拒否の場合は、毎日の見守りでとり
あえず変化のない状態〔雨戸が開く、電
気が付く等）を確認し、変化があった場
合には大家に連絡をとれる様にしてい
る。

連携・活動の
あり方

包括支援センターの対応は、とても早くて
良いと地域の声がある。
個人で市役所に相談に行った時、とても冷
たい感じがしたと、苦情がありました。〔仕
事としては感情移入せずに事務的に行う方
が良いのかもしれませんが・・・何か違う気
がします）

市役所の対応について・・・言葉のやわら
かさ、やさしさ、わかり易い言葉づかい等、
ほんの少しの気遣いが欲しいと思います。

行政への要望

43 民児協 富水 限定せず

住宅が増えてきており、転入者との面識も
少なく、又個人主義・個人情報などのバリ
アがあるなかでどこからどこまでかかわり
を持つべきなのか、あるいは持ったほうが
良いのか。

ご本人からの相談・訴えがあったり、日
頃気になる方の見守りなどし、問題のあ
る時はその都度会長に相談して対応し
ている。 連携・活動の

あり方

子供、親同士のコミュニケーションも状況も
様変わりしてきている今では、いろいろな形
があると思いますが、昔のように子供会が
もっと盛んになってくると地域での連帯感が
生まれてくるのでは？
最近では子供会を募集している地区もある
と聞きますが

市民意識

44 民児協 富水 高齢者

要介護者（親）と同居しているが、自分の仕
事・生活があり、日々対応に困っている。

現在は状況を見守っている程度である
が、今後の状況によっては地域包括支
援センターへの相談等考えてゆく。

相談・交流の
場

核家族化、近所づきあいの希薄化等によ
り、要援護者の状況がつかみにくい。

民生委員の日常の活動ではつかみきれな
いのが実情である。ケアタウン構想のひと
つの課題として対応可能な体制作りをお願
いする。

市民意識

45 民児協 富水 高齢者

もう少し他の人の手をかりてもいいのにと
思うような高齢者の家庭などあるが、他人
に知られたくないと言うことでそれ以上入っ
ていけない。

市民意識

5/31 団体意見
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№
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団体
名等
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46 民児協 富水 高齢者

・地域が広くなって高齢者が増えて居ます。
家族で介護をしている家は大丈夫なよう
で、応対も良くして頂いているが、昼間一人
でいる方の所に行っても応対することがあ
まりなく「大丈夫・大丈夫」で終わることも有
る

・介護を受けてる人はとても喜んで元気
にサービス事業所に出掛けている。
・なるべく機会有るごとに訪問している。 連携・活動の

あり方

近所とのふれ合いが今あまりなくなってい
るので、子供だけではなく、老いた方々にも
もっとふれ合う場所、地域でもっと機会をつ
くり増やして貰いたい。

連絡網が密にされているのでたいへん感
謝している。

相談・交流の
場

47 民児協 富水
高齢者・障
害

市営住宅なのでまとまっているが、高齢者・
障害者・独居が主なため回覧板での連絡
で対応している。近所同士で声かけをして
いる。

今のところ回覧板で十分と思う。
福祉サービスを受けている。

相談・交流の
場

若い世帯、子供が少ないのでイベントなど
の参加は少ない。

隣の地域と合同で行ったり、地域内ででき
る範囲で行っている。

相談・交流の
場

48 民児協 富水 子育て

子育て支援サロンの活動等に参加できて
いる親子は、社会的なつながりもできて情
報交換もできるが、そうゆう場にでて来れ
ない親子が孤立化し寂しい思いをしたり、
十分な情報や知識が得られなくなるので
わ・・・という心配がある。

相談・交流の
場

49 民児協 富水 限定せず

ケアタウン構想の言葉が先行していて中身
が見えないので答えられない。 行政への要望

50 民児協 富水 限定せず

各種調査名簿の修正について
　　全ての調査を定期に実施し、修正・調査
用紙を一本化し、全ての調査・修正に反映
して欲しい。

行政への要望

研修・講演会等各人が順次出席するよう手
配して欲しい。

行政への要望

51 民児協 富水 高齢者

高齢者〔独居）ですが今は元気な方々で
す。相談・意見はありません。

地域包括支援センターに連絡して訪問し
ていただきました。 連携・活動の

あり方

52 民児協 富水 限定せず

地域住民の希薄化が進み、地域住民の情
報を得る事が大変難しくなって来ている。

現在は在宅推進チーム員や、組長さん
にお願いをし、情報が得られる状況では
ありますが、自冶会に入っていない世帯
は、訪問し状況の確認をして居る。

連携・活動の
あり方

市営住宅入居者が殆どの仲沢自冶会に於
いては、住民の殆どが高齢者世帯で民生
委員になる人が限られている。現在の民生
委員も母子家庭で高齢者の父親と３人家
族で全てに於いて大変な様子が伺える。

担い手

53 民児協 富水 限定せず

自冶会運営のむずかしさを痛感します。地
域活動の原動力になる母体が、現在の
人々の生活にマッチしていないと思うとき場
面が多い。（自冶会未加入家族、個人情
報、年金問題のため６０才を過ぎても職業
についているetc.）

古くからの運営を変えていくことができ
ず、右へならえの形で行っている。
その中でもできることから形を変えて実
行している。

連携・活動の
あり方

はっきりとつかめませんが、“チェンジ”の時
が来ている。

検討委員会を立ち上げ、１つずつ現代、今
の私達の生活にあう自冶会運営を話し合
える場を作っていく。まだ会合をしていませ
んが、委員の選考をしました。 行政への要望

54 民児協 富水 高齢者

私一人で７５才以上の高齢者を１００名弱
担当していますが、なかなか目が届かな
い・・・。できれば５０名ぐらいの人数で割り
振ってもらいたい。

連携・活動の
あり方

集金等に関して、領収書等の書類を簡素
にしてほしい。組長が毎年変わるので、そ
の度に説明しても不備がある。無理とは思
うが、赤十字・社協・歳末・赤い羽根すべて
同じ仕様にしてほしい。

行政への要望

55 民児協 富水
高齢者・子
育て

・高齢者〔７５歳以上）が毎年増加してる
が、全体に人数の実体がつかめない。
・子供たちのことも同様

高齢者は市よりの名簿がたより。アパー
ト住まいで一人住まいは確認するが、ア
パート管理が他社ですと？
・子供に関することはつかめない。

連携・活動の
あり方

役所関係にて、課単位でなく横にも広げた
資料がほしい。

資料＝個別で無く横にも使用できる様

行政への要望

6/31 団体意見
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56 民児協 久野 高齢者

高齢者の独居の方の日常生活の援助につ
いて
例えばゴミ出しの場所まで行けない。家の
周りの草木の手入れができない。手足の骨
折等で家事ができずに困っている等。

包括センターで相談し援助の方法を考え
てもらっている。

多様化する
ニーズ

老人会などで元気な高齢者がボランティア
的な心で近所の障害者や足腰の弱ってい
る高齢者をささえることができたらいいので
はないか。

３世代交流事業等、年１回行っているが、
形式的であまり意味がないように感じる。３
世代が交流し生活に潤いができる別の方
法を考えたいものです。

連携・活動の
あり方

57 民児協 久野 子育て

(子育て)　毎月の子育て支援事業は順
調でたのしみにされているので良いと思
います。今後も継続が必要です。

相談・交流の
場

(子育て)　本当に支援が必要な親子はわか
りにくい為、充分には出来ていません。

(子どもの地域生活)　防犯パトロールの一
員ですが、急に迎えに行けない時もあり地
域の役員に対応して頂いている時がありま
す。

多様化する
ニーズ

58 民児協 久野
高齢者・子
育て

核家族化が当たり前になり、子ども(若夫婦
含)が、親の所へ顔を出すと、親は元気で
ある事を誇大表示して、子どもに心配をか
けまいとする。そして、自分の衰えや不便さ
を民生委員や行政に訴える。

有りのままの姿を自分の身内に知らしめ
る様説得している。(足腰の衰え、物忘
れ、生活苦等)

市民意識

子どもを持っても、どこかの保育園、幼稚
園に預けて働く女性が多い事。親からの情
操教育(躾け)が乏しく、大人になって親の
殺害をしたり、他人を傷つける様な大人に
なり、これが又、子孫を造る。

昔の様に隣近所が、行き来して助け合う地
域にすべくサロン活動の充実を継続中。

市民意識

59 民児協 久野
高齢者・子
育て

高齢者家族共に障害を持っている夫妻が
買物を行う際、タクシーを利用している。金
銭的にも大変なようです。どのように対応
すれば良いかわかりません。行政としては
どのように考えていますか。

制度の枠

子育て支援サークル等に参加出来る人は
良いが、参加出来ない（仲間に入れない人
が増えている）人にはどうかかわっていく
か。個々に対応できるシステムを作るべき
ではないでしょうか。行政としては、どのよ
うに考えているか、お教えください。

行政への要望

60 民児協 久野 子育て

久野小学校の児童の交通安全で久野中宿
をメーンに下校パトロールを行っている。バ
ス通りの道路幅が非常に狭く、特に雨天時
大人が指導するのに危険を感じる。

長年の道路状況で市へ要望しているよう
だが、安全対策が遅々として進まない。

行政への要望

久野小学校低学年下校時の見守りパト
ロールを久野中宿ボランティア(奉仕会)で
行っているが、一部児童が単独で行動を取
りがちで、用事の合間にやっているのに時
間がかかっていた。

学校側に申し入れたら最近、途中まで先生
が同行してくれ助かっている。

連携・活動の
あり方

61 民児協 久野
高齢者・子
育て

一人暮らしの方、高齢者の方、回覧を次に
届けられない組にも大変なので、齢で回覧
も必要ないので止めたいと云う、独り暮らし
の方や高齢者の方々こそ、ご近所、自治会
と繋がっていてほしい。

長野県ではお隣りが遠いので有線でお
知らせを一方的でも連絡が出来る。ご近
所の弱い方には、コピーをポストに入れ
るとか、組には準会員で、とにかく繋がっ
ていてほしいことを伝えたいと。

多様化する
ニーズ

お隣りご近所を巻き込んで、子育てするの
が良いと、子供会が良いと思うのですが、
親の勘違いか、今や消滅しそうとか。子供
を持ったら、自治会や地域の行事に積極的
に参加していく、意見を述べると行事が楽
しめて、元気が出る。子供も親も良い思い
出になる。優しい気持ちが育ち大人になっ
てゆとりになる。見守る目も（高齢者）生き
生きと元気に

若い親達も、子供と一緒に色々なルールを
勉強する場さと思いますが早く目覚めて欲
しい。

市民意識

62 民児協 久野 限定せず

災害時要援護者が多く、災害時の場合など
一人の民生委員では対応できない。

他町では、自治会が中心になって、近隣
の人に応援がたのめる体制をとっている
町もあると聞いています。 災害時要援護

者

63 民児協 久野 限定せず

自治会に、加入しない人が多く、まとまりが
なくなってきた。ゴミ捨てなど、いい加減な
人がいて困る。
又、地震などで避難してきても、実際の地
区人数が把握できてないと、トイレ、水など
すぐ困る。

なるべく加入を呼びかけている。が、市とし
ても、加入を強く言うべきだと思う。

市民意識

64 民児協 久野 子育て

久野小周辺は道幅がせまいが、とくに朝通
学時間は小学校と保育園通園者などかな
り危険にさらされている。道路上の横断歩
道やラインも消えかけている。

・ 自治会長、民生委員が市長と地区懇
談会で訴えた。
・ 自治会長、民生委員が小田原警察へ
お願いにうかがったが、半年をめどにな
んとかがんばりますという回答

行政への要望

地域の各団体が、それぞれのツールで伝
えるので検討してほしい。（それには状況
調査、数字や写真、ビデオで現状を把握し
行政に働きかける）

自治会長に相談して協力を仰ぐことでアク
ションが生まれることに期待したい。

行政への要望

7/31 団体意見
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65 民児協 久野 限定せず

自治会の役が順番でまわってくるので自治
会をぬける、又入らない世帯が増えた。

市民意識

個人情報保護法の関係で、役所の横の連
絡がなく、亡くなった人が民生委員が手続
きするまで名簿から削除されない。戸籍係
と福祉係との連絡は取れないのか。

行政への要望

66 民児協 久野 高齢者

高齢のため、自治会の活動（組長としての
活動）ができないという理由で自治会を退
会したいという人がいる。これから一人暮ら
し人はそうしようと話していたようだ。

「災害時など困るので、自治会に入った
方が良いのではないか」と説得し、入会
のままになった。

市民意識

67 民児協 久野 高齢者

・ 地域内に市営住宅があり、高齢者で少し
身体不自由な方等あり、できるだけ１階に
転移できるとよいと思います（本人の希望
にもよりますが）。
・ 自治会不参加（退会）の方が増えてきて
います。

・ 外に出ることが身体の為にも良いと思
うのですが、なかなかお友達等も出来に
くい状態です。
・ 自治会加入については、負担も少なく
ないので気を使いお勧めしています。

市民意識

・ 是非とも自治会未加入者を減らす方向へ
持っていってほしいと思います。
・ 表札が無い場合が多く困る事がありま
す。 市民意識

68 民児協 大窪 高齢者

独居者で身寄りがなく、歩行等が困難で
も、介護の支援を受けられる程度の重病で
ない中間的な高齢者は希望の介護支援も
受けられず、将来が不安だといっていま
す。このような人を支援出来ないでしょう
か？

包括支援センターで相談にのって話し合
いをしています。

制度の枠

69 民児協 大窪 高齢者

高齢保護受給者が多い。個々の見守りが
むずかしい。

市福祉課も受給者の調査（毎月？）行っ
ていると思い、無理せず対処している。 連携・活動の

あり方

小さな自治会なのに、人口の半分以上をア
パートの住人が占めるようになった。自治
会には入っているが、諸行事への参加は
期待出来ない。

アパート入居者は、ほとんどが仮の住まい
と思うので、無理強いせず、見守って行き
たい。

市民意識

70 民児協 大窪 高齢者

物忘れなど認知の症状がある独居者が定
額給付金の手続きをせず、申請用紙も紛
失してしまったようだと懇意にしている隣り
の方から相談される。

市の定額給付金窓口に出向き、民生児
童委員の証明書を提示し、本人の代行
者として申請書の再交付手続きを行う。 連携・活動の

あり方

給付金などお金のことでどこまで民生委員
が関わっていいのか分かりません。同居し
ていなくても親族がいれば相談できます
が、この方の場合、付き合いのある親族は
いないと言っている。

今回の給付金は特例ですが、紛失や記入
の仕方が分からない独居者が事件にまき
こまれたり、期限切れで失効することがな
いよう行政の対応を希望します。

行政への要望

71 民児協 大窪 高齢者

両親（高齢）と独身の病弱な息子さんの家
族で、父親は脳梗塞で病院～施設へ入所
中。母親も歩行がだいぶ困難な状態。東京
に結婚している娘さんあり。息子さんが少し
動けるので、ヘルパーが利用できない。高
台のマンション入居で近所付き合いも少な
い。

民生委員として時折訪問し、様子を伺っ
ているが、なかなか息子さんが心を開い
てくれない。息子さん（４０代？）の病名も
教えて頂いてない。マンション同志はほ
とんど付き合いがなく、管理人の方も個
人情報を理由に詳細は教えて下さらな
い

市民意識

昔からの住人はそれぞれ近所を通して交
流がうまくなされているが、特にマンション
の住人の方たちがとても孤立してしまって
いる。小田原に転居されて、２０数年経って
いるが、定年後に越してきた方はなかなか
近所の方と慣れる機会が少ない。

敬老会の名簿等で、どこに高齢者が住ん
でいられるかが確かめられる機会です。敬
老会の案内状を持っていきながら、親しくな
るきっかけを作っている。 相談・交流の

場

72 民児協 大窪
高齢者・子
育て

一人暮らしの方で、回覧板も面倒だから廻
さないでと言う人がいる。老人世帯で子ど
もは遠方に住んでいて連絡がうまくとれな
い。

なるべく声がけをするようにしている。隣
人に様子を伺い、情報を共有出来、最近
施設に入られ皆さんもほっとしている。 市民意識

不登校気味の子どもやちょっと元気のない
子ども達にどんな言葉で接したらいいか。
むずかしい年齢なので、こまっている。

出来る限り近隣の人達と交流を持ち、情報
をある程度いただき、大事な子ども達を地
域全体の暖かい目で見守り、育てていくよ
うに出来ればいいのですが・・・。

連携・活動の
あり方

73 民児協 大窪
高齢者・子
育て

独居老人の家が隣近所から離れているた
めに、何か困った事がおきても何もわから
ない。

月に一回程度の見守りにとどまってい
る。

連携・活動の
あり方

登校途中は山の中を歩くので、人の目があ
まりなく、それでいて車の通行量が多く危
険。

結局家族が送り迎えをしている。家族の負
担が大きいと思う。学年が違う兄弟などが
いると帰宅時間も違うので、さらに大変。あ
いさつ運動はしている。

行政への要望

8/31 団体意見
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74 民児協 大窪 子育て

児童クラブにおいて必要と思われる物品が
予算があるにも拘わらず購入できませんで
した。

この件は学校に場所をお借りしているの
で、電気代等の問題があり難しいとのお
答えをいただき、現状では仕方が無いと
納得致しました。

行政への要望

大窪地区子育てサロンにおきましては、参
加される親子の方が増えてくると、とてもう
れしいにもかかわらず、公民館の床が抜け
ないかと心配してしまいます。

６０区、６１区自治会におきましては、予
算、場所等の関係で立て替え等は無理な
ようです。 行政への要望

75 民児協 大窪 高齢者

市や社協の主催で認知症等の講演に担当
区の参加者が非常に少ないこと
周囲から見ても認知症がかなり進んでいる
様に見えるが、その事実を認めない。

老人会などでも受講して欲しいと話し、そ
の時は興味を示し熱心に聞いてくれる
が、当日は来てくれない現状である。高
齢化故えか憂慮される。
家族（この場合息子さん） の気持ちはわ
かるが、昼間は高齢者一人だけになる
ので、事実を冷静に認めて、対処方法を
考えて欲しい。

市民意識

学校の様々な行事に（パトロール等含め
て）参加する場合があるが、肝心の生徒さ
んの保護者の参加が非常に少なく、他人
任せしいう感がある。

例題にも「顔の見える近隣関係を目指す」
とありますが、左記に示した方々の意識改
革も積極的に行って欲しいと思います。

市民意識

76 民児協 大窪
高齢者・子
育て

家族と同居しているが、家族は仕事で家に
いる時間が少なく、昼や夜など一人でいる
事が多い高齢者がいる。

民生委員が見守りに入り、訪問している
が・・・。 連携・活動の

あり方

子供の数が減り、親だけでの通学見守りは
大変である。

地域がどのようにかかわっていけるか検討
中です。

担い手

77 民児協 大窪 高齢者

地域単位で開かれる福祉講演等の参加者
が少ない。回覧等で告示をしてもゼロ。

要項をプリントして親しい人に参加依頼
に歩くが、承諾してくれる人はわずかで
ある。

市民意識

高齢者等の実態を知ること。しかし、「個人
情報」と言うことで、地域の実態はなかなか
見えない。特にアパート等に住む人達は分
からず、老人会に入っていない人はまた分
からない。父子家庭、障害者など表に現れ
ないものの知ることのむずかしさ・・・。

７５歳以上の方は敬老行事関係で年一回
個別に廻るので、様子を知り、それが手が
かりになることが多い。何らかの機会があ
ればと思う。 連携・活動の

あり方

78 民児協 大窪
高齢者・子
育て

独居老人、高齢者世帯等は、配食事業、又
は、当人からの訴えなどで、充分とはいえ
ないが、対処できていると思う。母子家庭
におこる問題は、学校から提起されること
が多いが、微妙な問題なので立ち入るのに
躊躇する。時々口実をもうけて訪問する
が、内実は見えてこない。

配食、敬老会関連の訪問、社協の事業
へのお誘い等を通じて相談を受けてい
る。

連携・活動の
あり方

民児協の会合、各種講演会、他地区行事
等忙しいが、出席することにより、多くの情
報が得られ、役に立っていると思うが、留
守にしがちなので、急なＳＯＳに対応できな
いのではと不安に思うこともある。

幸い６１区は２人民生委員がいるので、ど
ちらかが対応できればと考えている。

連携・活動の
あり方

79 民児協 早川 高齢者

・老いを認めない高齢者との同居に苦慮 ・地域包括支援センターの利用を勧め
た。 市民意識

・近所の体裁をきにし、うちうちで解決しな
ければと抱え込む。

・声をかけて状況の把握をはかっている。
相談・交流の
場

80 民児協 早川 高齢者

老夫婦（二人暮らし）、独居老人等の見守り
対象者が、深夜の緊急時（災害時も含む）
において、対応負担と責任を重荷に感じる

①担当地区に救急車が停まると現場に
直行し、必要最低限の対応に努めてい
る。②対象者の個別管理票（健康デー
タ、最低必要情報等）についての有無及
び作成検討中である。

災害時要援護
者

地域内の高齢者割合（高齢率３０％超）が
高い。また、肢体不自由者もいるなかで、
特に災害時など避難の際の対応に不安が
多い。
①地区自主防災規定等、マニュアルは実
情にそぐわない。②避難場所までの安全誘
導に不安がある

①現在、自主防災の各班責任者（又は補
助者）に、各世帯主が記載されているが同
居親族がいる場合のみ見直しするにとど
まっている。
②地区集会時に、口頭で災害時の対応対
策について、隣同士声かけ・状況確認等お
互いに喚起しあうよう、呼びかけにとどまっ
ている。

災害時要援護
者

81 民児協 早川 高齢者
・地域が広く高齢者も多いので民生委員が
把握できない事がある。
・老老介護が多い。

・地域の方と連絡をとりあっている。
・近くに地域包括支援センターがあるの
で利用している。

連携・活動の
あり方

82 民児協 早川
高齢者・障
害者

独居老人、老人夫婦世帯、障害者世帯
等々いわゆる災害弱者世帯だけでなく、一
般世帯の方々に対する災害時の対応に苦
慮している。土地開発の時には十分な調
査、検討のもとでの許可をお願いしたい。

地区の自冶会などと協議、相談し行政関
係者にもかかわってもらい、早急に計画
案をたてて欲しい。 災害時要援護

者

地域の活性化をはかるにはどうしたらよい
か

地区社会福祉協議会の方々の活用

連携・活動の
あり方
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83 民児協
山王網一
色
高齢者

・高齢者が多く把握しきれていない。
高齢者が必要とするサービスに対してどう
すれば良いのか私がわからない。
・おんぶにだっこの人にはどうすれば良い
のか。

包括センターを紹介する。

連携・活動の
あり方

84 民児協
山王網一
色
障害者

精神的に軽い障害をもった方が家庭内の
問題で話しを聞いて下さいと来ます。

一応その都度話しはきいて、帰ってもら
う。しかし、早朝だったり、夜遅くだった
り、時には飲酒している時もあるにで、一
応のルールを作ろうと考えます。
・民生が話しを聞ける時間とか
・飲酒をしている時は聞かないとか、考
えています。

多様化する
ニーズ

85 民児協
山王網一
色
高齢者・子
育て

・当該地区も高齢独居者が年々増えてい
る。安否の確認方法の特策は！
・少子高齢化に伴い老々介護世帯も増え
つつあり

・行政は事案が提起されたら速やかに対
応を（関係部門との調整、当事者との面
談等）

連携・活動の
あり方

最近の子供達を見ていると、善悪を取り違
えたり、判断に苦慮している子が多い様に
思う。（テレビ、ゲームＥＴＣ）に接している
時間が長すぎるのではないか。

世代間交流や学校に於ける諸行事に依り
積極的に参加し子供達との交流、親密感を
保ちつつ、日々生長していく明しをとらえ
る。

市民意識

86 民児協
山王網一
色
子育て

ひとり親世帯が多くなり、家庭内での大人
の目が減り，子供の問題すら表に出てきず
らい現状がある。

あくまでも悩み、相談の形での対応とし
ている。 連携・活動の

あり方

小学校の役員、子供会の役員のなり手が
減り、子供会などに所属していない子供が
増え、交流の場に出て来れない子供が増
えている。

子供会等の所属はあくまでも任意のため、
また費用もかかるものなので現状のまま。

担い手

87 民児協
山王網一
色
高齢者

新しいマンション等で入口がロックされ室番
号を入れても返事がない。安否確認が出
来ない。

転入者との知りあうきっかけがないもの
か？地区、自治会に入ってもらいたい。 連携・活動の

あり方

引きこもりの高齢者をどうするか。 包括センターも相談にのって下さるが、本
人がなかなか話にのらない 相談・交流の

場

88 民児協
山王網一
色
高齢者・子
育て

弱者の防災対応
独居者、高齢者家庭、障害者の避難を、ど
の様にしたら良いか。又、組織をどの様に
するのか分からない。

災害時要援護
者

通学する子供の見守りを、地域でどの様に
したら良いのか。又、出てくれる人もなかな
かいない。 担い手

89 民児協 下府中 高齢者

老老介護で酸素療法中で、外に出られず、
介護していた妻が脳梗塞で倒れ、日常生
活が大変になり、ヘルパーさんに助けてい
ただいていますが、サービスの時間が短
く、不便な事が多いです。

地域包括支援センターを中心に地域民
生委員、介護保険事業者などより良い
対応を目指している。

制度の枠

調査事務で、事実確認が困難な事が多く、
ケースバイケースとしても地域民生委員と
して課題の一つである。

経験談や手引きなどで対応している。

連携・活動の
あり方

90 民児協 下府中 高齢者

どこにどのような人住んでおり、どういう支
援を求めているのか、実情が把握出来な
い。介護、障害のことを隠したがる人も多
く、家族、親族の負担が大きいと思われる。
孤独死が心配。個人での情報収集も不安。
誰も面倒なことにはかかわりたくないのが
実情。個人情報だから行政からも情報が
入ってこない。個人主義から地域連携への
意識改革が必要。

日頃のネットワークづくりの積み重ねが
重要と思っている。受入れ施設の少なさ
や家族の負担限度から最適のサービス
はなにか考えさせられる。介護保険が出
来てから一層家族の負担が増えてきて
いると感じられる。

連携・活動の
あり方

知的障害者の施設が近くにある。皆元気に
通ってくるが、家族の支援が少ない。事業
者にまかせきりし見受けられる。がんばる
人だけに負担がしわよせされている。学校
が荒れた時も父兄は殆ど無関心、貌を出さ
ない。学校にまかせきりである。気づいた
一部の人の負担か増えている。

やれる人が出来ることをやるのが原則。で
も、家族、父兄、関係者に協力させることも
必要だと思う。等しく参加させるための工
夫、努力をどうしたらよいか。困っている人
が訴えるしかないのか。地域のつながりを
感じさせるためＦＭおだわら等の活用を考
えられないか。

市民意識

10/31 団体意見
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91 民児協 下府中 高齢者

介護認定度の見直し、サービスを増やして
ほしい、との要望が増えている。

包括支援センターと相談している。

制度の枠

高齢になり、庭の手入れが困難になり、庭
木が茂り、周囲から苦情が出てきた。
隣家との目かくしについてトラブルがある。
（隣が簡易作業所）

自治会役員とも相談しているが、民間の問
題なので、解決が難しい。

市民意識

92 民児協 下府中 高齢者

一人暮らしの高齢者が近くに住む親族にあ
まり面倒を見てもらえない場合、どのように
したらよいのか。

地域包括支援センターの担当者と連絡
を取り合って見守りを続けている。 相談・交流の

場

93 民児協 下府中 障害者

若年者の精神異常行動（特に悪い事をす
るのでなく一般的に少しおかしいレベルの
相談）一人住まいの女性で、市内に親が在
住。
独居老人より家族が介護している老人の
割合が高く、かつ、民生委員のかかわりを
否定する度合が多い。

時には警察が来たりするが、事件を起こ
している訳ではないので難しい。自治会
と相談しているが名案はない。

制度の枠

新住民の地域参加の意識、行動が少な
い。

毎朝、通学路子供達を見送り、声かけする
事により、親達とも顔見知りになってきてお
り、日常の”あいさつ”が定着しつつある。

市民意識

94 民児協 下府中
高齢者・子
育て

高齢者の夫婦で奥さんが身体が不自由で
ご主人で介護されていて、施設に入所した
いと奥さんに言われ、施設の心当たりがな
いかと相談を受けた。

ケアマネージャーに現在の状況を相談
し、希望を伝えるのが施設を探したりす
るには早道の方法であろうと助言した。
見守りや訪問、声かけなどで様子を見
守っている。

制度の枠

ひったくりなどが増えている。小学生の下
校時の安全性に注意を呼びかける。

回覧や口コミなどで地域の人々に注意を促
し、防犯意識を高めてもらう。
ＰＴＡや自治会、長寿会などの地域の人々
が信号や要所々で立って子とも達に声をか
けたりして、安全の確保に努めている。子
ども達の顔も覚えて気にかけてもらえるよう
だ。

連携・活動の
あり方

95 民児協 下府中
高齢者・子
育て

高齢者のお一人暮らしの方が多く、見守り
が十分に出来ない。お一人暮らしで耳が遠
いので、玄関で声をかけても聞こえない。

メモをおいてくれるが、お顔を見ることが
無い。月一回は見守りをしている。 連携・活動の

あり方

神社に中学生が集まっているが、声をかけ
るのをためらってしまう。

様子を見ているだけにとどまる。
連携・活動の
あり方

96 民児協 下府中
高齢者・子
育て

介護をしてくれる業者はたくさんあるが、
重度の患者さんを受け入れるてくれる収
容設置が少なすぎる。

制度の枠

学校内外でおきた事件をもっと特に校長が
ホープにて自治会、民生委員に報告を早く
知らせてほしい。

ＰＴＡの参加を協力を強く求めたい。特に自
分のお子さんの学年学級を見に来て欲し
い。

連携・活動の
あり方

97 民児協 下府中 限定せず

成人した人の相談を健康保険課にしたとこ
ろ、一応親身になって受けてくれたが、尻
切れトンボになってしまい、こちらもどうして
よいか分からなくなってしまつた事があっ
た。

自分で、他の人に相談し、他の行政機関を
紹介してもらい、解決。しかし、保険課より”
どうなったか”という問い合わせもなく、こち
らも”もういいわ！”といった感じで、連絡を
とっていない。自分で社会福祉士の友人に
相談し、解決した。児相も”その後どうなっ
たか”という問い合わせがない。困って相談
するのだから、（こちらは決して高飛車に出
てはいないつもり）最後まで相談にのって
欲しい。又、家族のケアについても、あらゆ
る行政機関と連絡をとり合って、心配りして
欲しい。

制度の枠

98 民児協 下府中 高齢者

敬老会の会場が年々、高齢者が多くなり、
狭くなってきています。

今のところ、対応に変化なしです。

相談・交流の
場

左記について、話し合いをもった方が良い
と思います。

99 民児協 下府中 高齢者

地域住民が相互に助け合う交流の場を作
る目的で高齢者を中心とした「下府中ふれ
あいサロン」が開催されているが、それを
実施しているスタッフは大変である。

「下府中ふれあいサロン」は民児協、自
治会、ボランティア会、婦人会のスタッフ
により実施されている。

相談・交流の
場

「下府中ふれあいサロン」は地区公民館、
市民集会施設等で実施されているが、ス
タッフに特に定められた役割分担は無く、
スタッフの出席状況は様々である。また、
開催日時に都合のつくスタッフにより実施さ
れる傾向から、計画的な運営が出来にくい
面がある。

「下府中ふれあいサロン」はそれに対して
旺盛な責任感を持った個々のスタッフによ
り、実施出来ていると思われる。

連携・活動の
あり方
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100 民児協 下府中 子育て

放課後クラブが手狭で、子ども達がのびの
びと過ごせていない。

新たにできる施設に場所をお願いしたと
聞いたが、建設が始まる様子はない。

行政への要望

小学生までは子供会など地域と子どものつ
ながりの場があるが、中学生以上はなく
なってしまう。

あいさつ運動などに参加し、様子を見守っ
ている。

連携・活動の
あり方

101 民児協 下府中 限定せず
住民たちがふれあう機会が少ない。 自治会を中心にふれあう機会をふやすこと

が必要かも。 相談・交流の
場

102 民児協 下府中
高齢者・障
害者

高齢者と障害のある息子さんの二人暮らし
の家で、自宅には来ないで欲しいとの事な
ので、外から様子をうかがっているが、生
活の様子がよく分からないので困ってい
る。高齢者の一人暮らしの方によってはあ
まり来てほしくない人もいるのでどの程度
の見守りが良いのか・・・難しいと思う。

近所の人に様子を見てもらっている。外か
ら家の様子を見ている。

市民意識

103 民児協 下府中 高齢者

親子二人で住んでいる。親は認知症。週の
うち２日程は自宅に何時間かはヘルパーさ
んが来てくれます。娘さんは生活上勤務し
ている。ヘルパーさんが自宅にきてくれる
時間以外は一人でいるので、心配です。何
か市の施策ど利用できるものは、あるで
しょうか。介護している人の負担を心配して
いる。

必要に応じ、事業者に相談している。

制度の枠

高齢者が年々増加し、独居も増えているの
で、家族、親族、地域の人達と情報交換
し、良い対応をしていけたらと思う。

協力が必要な方がいたら伺い、地域包括
支援センターに相談、対応に当たってい
る。

連携・活動の
あり方

104 民児協 下府中 高齢者

小田原市が行っている地域の拡声器によ
る放送が良く聞き取れないので、なんとか
してほしいとの意見が多い。
一人暮らしの方でちょっとしたサービス（買
物、植木の刈り込み等）を市で行ってくれな
いかという要望がよくある。（お金があまり
ないとのこと）

サービスについては第５地域包括支援
センターと連絡を取り、サービス一覧表
をもらって、それで対応した。

行政への要望

高齢者が年々多くなる中で、日常的な支援
をどうしたらよいか。

地域の高齢者の方のために、ちょっとした
サービスを行ってくれるボランティアの方
（男、女） 集めることが必要であると思う。
それを行うための援助（ケガ、事故が起こっ
たときの対応、トラブルの対応等）

連携・活動の
あり方

105 民児協 下府中 高齢者

一人暮らしの高齢者、身寄りがない為、大
規模災害時の対応等どの様にしたら良い
か（近所とのつき合いがない為）

高齢者夫妻で（息子夫妻は県外）支援介
護が必要と思われる家庭が増えてきて
いる為、声かけ等の対応。 災害時要援護

者

高齢者介護施設を増やし、介護保険で入
所出来る施設にしてもらいたい。

地域の人が話し合い、ふれあい、各種団体
で災害弱者対策の在り方等目指している。
ふれあいサロンに参加し、地域の人と顔み
しりになり、信頼関係を深めている。

行政への要望

106 民児協 下府中 高齢者

下府中地区で健康教室等年３回実施して
いるが、参加者が少ない。

回覧等で参加者を募っているが、思うよ
うにいかない。老人会の方々が声かけし
ているが、実施場所へ行くことが出来な
い。（足腰が悪いため）

制度の枠

ＰＴＡ参加協力を強く要望。地区懇談会等
の保護者の参加を望む。

市民意識

107 民児協 下府中 限定せず

小田原大橋が出来てから交通量が多くなり
ね永塚線の交通量も多く、子供達の通学
路にあたり、陸橋の建設の予定はあります
か。

行政への要望

南鴨宮周辺の公園に最近ひったくり、痴漢
が多く、対処に苦慮している。

行政への要望

108 民児協 下府中 高齢者

一人暮らしの高齢者の近所の方の病気に
よる迷惑を受けていることの相談をされた。

その方のお話を聞いて、気持を落ち着い
てもらうように対応 相談・交流の

場

高齢者や一人暮らしの方の見守りを近所
の方々にどの様にして一緒に見守りしてい
くかお願いすること。

現在のところ、昔から住んで居られる方達
なので、近所の方にお会いした時にお願い
の声かけをしています。

連携・活動の
あり方

109 民児協 下府中 高齢者

地域が広く、人口も多い。高齢者も年々多
くなってきているが、見守り等何か良い把
握手段はないか。

今のところ、訪問対応を行っている。
連携・活動の
あり方
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110 民児協 下府中 高齢者

地域が南北に細長く地域を一人で廻るの
が大変。協力してくれる人を見つけたい。
迷い老人が体の不自由な人と二人で暮ら
しているのでいつも心配。

ボランティアさんの募集を自治会にして
もらったが見つからなかったので、必要
度の低い所はどうしても足が遠のいてし
まう。
受入福祉サービス事業者がなかなか見
つからないので、毎朝散歩につき合って
もらっている。いなくなったと電話がある
と捜しに歩く。

連携・活動の
あり方

子供が少なく、高齢者がとても多い地域。
行政だけを頼りにていては、将来もっと困
ることになるので、隣近所が助け合える地
域にしていきたい。

サロン活動参加するように誘ったりして、ふ
れあいの場作りをと思っているが、なかな
かうまくいかない。

相談・交流の
場

111 民児協 桜井 高齢者

息子の嫁に不満があり、息子夫婦との同
居を嫌い、一人暮らしをしている高齢者が
いる。病気がちであるので心配。「電話をす
れば息子が来てくれる・・・」と言ってはいる
が。

息子さんの電話番号は聞いてあるので、
電話で話はできるが、直接会って話をす
ることができない。近くに住んでいる方に
何かあったら連絡してほしいとお願いし
ている。

連携・活動の
あり方

112 民児協 桜井 高齢者

公営住宅内での住民間の軋轢がある。（隣
家への謂れなき中傷を撒き散らす煽動者
が居る）
加害者が高齢の女性であるため、遠回しに
注意しても、自分に都合の悪いことは話題
を逸らしたり、開き直ったりと対応に苦慮し
ている。

対応策としては、頻繁に見回りし、全体
に注意を呼び掛ける程度で名案はなし。

連携・活動の
あり方

桜井地区の敬老会該当者数が毎年８０名
程度増加しているため、今迄のように、一
会場での実施が事実上困難になつてきて
いる。

今年の敬老会終了後、社協、自治会合同
の検討委員会を立ち上げる予定である。

連携・活動の
あり方

113 民児協 桜井
高齢者・子
育て

高齢のため自治会の組長が出来ない、皆
さんに迷惑をかけるので、組を脱退したい
と言う人がいる。
アパートの入居者は自治会に入っていない
ひとが多い。ゴミの廃却等がデタラメであ
る。

組長は順番で行っているので、申し出が
あった時には次の人が組長を行うことに
している。
自治会がアパートの管理者にアパート内
で処理をする様お願いしている。
※市役所よりゴミの予定表をもらい配布
している。

市民意識

通学路、自動車の通行が多く、見通しの悪
い所がある。
高齢者介護制度やサービスの紹介その他
必要な場合相談窓口への連絡をしている。

週２回、朝、帰宅時に通学路の危険箇所に
立って通学する子供達の見守りや声掛け
を行っている。
年３回のふれ合いサロン（お茶のみ会）を
通して介護制度やサービスの紹介、相談
等窓口への連絡をしている。

連携・活動の
あり方

114 民児協 桜井 限定せず

受持地域は約４００世帯（自治会３５０世
帯）高齢者（７５歳以上）１００名を民生委員
１名では満足な対応をする事は難し
い。・・・民生委員の能力にもよると思うが。

自治会の行事等に参加し、地域内の状
況把握に努めているが。

連携・活動の
あり方

敬老行事等地域ボランティア会に協力をお
願いしているが、個人情報との兼合いもあ
り、難しい面がある。

標題の意味がよく分からないのでノーコメ
ント。

行政への要望

115 民児協 豊川 高齢者

自治会に未参加の高齢者が数名おり、敬
老会への自治会からの補助金支給に問題
がある。

連携・活動の
あり方

災害弱者への自主防災組織と模擬訓練を
実施する必要があると思われる。 災害時要援護

者

116 民児協 豊川 障害者

各地域によっては活動支援の負担が重く
なっているのではないかと感じられます
が？ 連携・活動の

あり方

障害者一人暮らしの方の安否確認を月に
数回訪問をしていますがなかなかいけない
時があるので心配しています。ご近所の方
にも見守りをお願いしてありますが？

連携・活動の
あり方

117 民児協 豊川
高齢者・子
育て

高齢者の介護認定が1ヶ月ぐらいかかる
が、もっと早く出来ないか？

制度の枠

地域で通学路等（登・下校時)親やボラン
ティアが、安全を見守っているが、子供達
にとって、過保護ではないか？

連携・活動の
あり方

118 民児協 豊川 限定せず

独居の人達は健康、経済面でわりと恵まれ
ている思われる人が多いが、独居状態で
も、昼間独りという方の方が健康、経済面
が不安であると思われて、もっと手をさしの
べても良いと思いますが？

少しずつではあるが、線引きの人達に
も、目を向けていきたい。

連携・活動の
あり方

各団体が実行している行事の出席者が、
役員が出席の割合が多くもっと一般の人々
が出席できるような“お誘い”を活発にした
い。

ＰＲやＣＭがたりないのではないか？

連携・活動の
あり方
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119 民児協 豊川 高齢者
高齢者のいこいの場が欲しい。 相談・交流の

場

120 民児協 豊川 高齢者

デイサービス施設がこの地域には数ヶ所あ
ります。それが空いてる時に地域の高齢者
の利用ができる方法はないのでしょうか。 制度の枠

自治会が主催する子供のなつまつりや、そ
の他の行事に高齢者の参加ができればい
いと思う。
たとえば老人会単位での参加もあればい
いと思います。

相談・交流の
場

121 民児協 豊川 高齢者

高齢独居者を対象に昼食会を開催しても、
会場まで来る方々は歩行困難であるため
参加率がわるい。

実施にあたり危険を承知しつつ私用車
で送迎している。 相談・交流の

場

高齢者の体力回復や引きこもり解消などを
目的に地区社協等で自由に参加できるイ
ベントを用意しているが、出足が悪く苦慮し
ている。

関係団体や自治会の回覧を通し参加ＰＲを
始じめ近隣、友人の声かけなどによる参加
要請をしている。

連携・活動の
あり方

122 民児協 豊川 高齢者

要介護認定の申請をしたいのだが方法が
分からない。

先ずは、要介護認定の申請書を提出す
ることを知らせる。行政（支所）との連携
により手続きがスムーズにいくよう心が
けている。

制度の枠

敬老会の出席率は必ずしも高いとは言え
ない。多数の方が楽しく出席できると良い。

いろいろな機会を利用して、高齢者にとっ
て、より良い敬老会のあり方について模索
している。

相談・交流の
場

123 民児協 豊川 高齢者

一人暮らしの方が高齢化し、これからの処
し方に悩んでいる。

介護する家族の方と連絡を取りながら、
悩み事など相談にのっている。

相談・交流の
場

高齢化社会にあって、自立する高齢者を増
やすためにいわゆる前期高齢者に自覚を
促す運動や広報活動を積極的に行うべき
である。

地域での自分の役割がはっきりすれば生
きがいにもつながる。老人会のサロン活動
をさらに発展させたい。

相談・交流の
場

124 民児協 豊川 高齢者

市営住宅では高齢者の一人暮らしが多い
ため、安否確認が難しかったが！

自治会長さんはじめボランティアの人、
組長さんが各組の見守り主体として活動
してくれています。 連携・活動の

あり方

子どもを持つ親としては一番頼りになるの
は、地域でふれあえる機会が増えてほし
い。

・通学する子どもたちを見守るため、登下
校の際、自治会、老人会等で要所要所に
立ち子供への安全を図っている。
・子育て支援の一環として豊川地区で｢だる
まっ子｣を月2回行っていますが多くの親子
の参加を促したい。(主任児童委員が協力)

連携・活動の
あり方

125 民児協 豊川
高齢者・子
育て

独居老人、老々介護、両親と独身の子供
の家族が多くなって問題も多くなってきてい
る。それぞれの問題が色々あるので対処
にどの様にしたら良いかわからない時があ
る。

多様化する
ニーズ

子供会など参加する人数が少なく感じる。

市民意識

126 民児協 豊川 子育て

ボランティアの方が、子供達の通学のとき
に旗をだしてドライバーに止まってもらおう
としても、無視されたり軽視され止まってく
れない。

二人組になって、旗を両側から出し止っ
てもらう様にするか、あとは車を先に通
過させてから子供達を横断させる。

市民意識

交通安全の面でも、防犯の意味でも大人
の目が沢山見守って子供達が安心して登
下校できるようにしてほしい。

登校時間は色々な場所で沢山の大人が
立ってくださっているが、下校時間にはかな
り数少ない見守りの人数になってしまい。
やはり心配です。

担い手

127 民児協 上府中 限定せず

ひとり、ひとり考え方が違うのは当然です
が、どこまで入っていって相談を受けてい
いのか、困ることもある。

介護を受けている方と福祉サービスの
行きちがいがある。なかなかむずかし
い。 制度の枠

128 民児協 上府中
高齢者・障
害者

高齢者、障害者、ひとり暮らしの方を対象
にした事業を開催siても参加者が非常に少
ない。会場に行く手段がなく参加できない
人もいるようである。

家族等で、送迎できる方を除いては、タ
クシーを利用してもらったり、自治会長等
の協力で対応している。 相談・交流の

場

129 民児協 上府中
高齢者・子
育て

介護をしている方が高齢化しているので健
康が心配です。

介護を受けている方、介護をしている家
庭のニーズに合った福祉サービスを事
業者などと協議、相談している。 制度の枠

地域の中で元気で安全にすごしてほしい。
その為には見守る目がたくさんあることで
ある。

通学路に登校、下校時に立って子供達を
見守り声かけし、ふれあい、近隣関係が顔
のみえる良い関係になるようにしている。

連携・活動の
あり方

14/31 団体意見
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130 民児協 上府中
高齢者・子
育て

独居の足が不自由な老人、近くの｢店｣に
は、でこぼこの市道と歩道のない県道を手
押し車を押して行かなくてはならないので、
食材の買出しなどが大変である。また、い
つまで、買出しに行けるか不安である。

つい先日、本人に会って知った。当事者
や同じ敷地に住む息子夫婦(夫は重病で
入院中)の奥さんに、折をみて会って、相
談をお受けしたい、と考えている。

相談・交流の
場

・ 子育て支援事業の拡充
・ 高齢者のみの家庭、老々介護、他人を受
け入れない独居老人に対する対応
・ 安否確認システムの充実

・ 新たな子育て支援事業を立ち上げる動き
が芽生えている。
できることから、着実に実施し、地域の方に
目に見える形に早くしていきたい。
・ 現緊急通信システムの充実(例、１２時間
不在センサーを増設)と対象拡大を要望す
る。
本人や家族の同意を得ながら、地域の見
守り体制をつくる。

行政への要望

131 民児協 上府中
高齢者・子
育て

地域が広いが人口が多くなり、高齢者の割
合も多いので、個人情報のためうまく連絡
が取れない場合がある。

介護を受けている方は、ボランティアさん
方と福祉サービスの事業者との連絡が
取れている。

連携・活動の
あり方

子供が成長していくには、大人の見守る目
が大切である。

毎朝通学路の要所で通学する子供たちに
あいさつ運動をしている。

担い手

132 民児協 下曽我 子育て

子育てを支援していく場合、各家庭、保育
園、小学校等からの情報が得られにくく、
対応に苦慮している。

家庭認識、延長、校長の交換で方針が
かわるので、足しげく話し合う機会を持
つ。

連携・活動の
あり方

子供達との朝のあいさつ運動では接触が
あるが個々の子供達のふれあいがない。

子供会、学校、園の行事に参加し親しくふ
れあいたいので行事の時は声をかけてほ
しい。

相談・交流の
場

133 民児協 下曽我
高齢者・子
育て

若い人達が昼間働いているので、お年寄り
が留守番をしているがカギをかけてあまり
人との交流のないまま夕方まで、一人で家
の中にいるのが心配である。

相談・交流の
場

少子高齢化の急激な進行、核家族や単身
世帯の増加、家族意識の変容、地域社会
での人間関係の希薄化、子育てに対する
不安などの福祉課題。

多様化する
ニーズ

134 民児協 国府津 高齢者

父親(93歳)息子(60歳)２人暮らしですが息
子は勤めがあるため家の中は何もしない。
買い物家事は父親がやっているがこのよう
な場合、介護認定は受けられないの
か・・・。この家の父親が受けるのをいや
がっている。

事業所と連絡をしてよく相談して、介護を
受ける人にとってどのサービスがよいか
を話し合いながら受けている。

制度の枠

登校拒否の子供が心配である。学力低下
とともに精神面に最も影響が年齢を考えた
心配である。 相談・交流の

場

135 民児協 国府津 高齢者

老夫婦、一人暮らしの方で、病気がちの方
が多いため、特に災害時に不安でありま
す。地域での支えあい、助け合いを、もう少
し市全体で考えてはいかがでしょうか？

災害時要援護
者

136 民児協 国府津
高齢者・子
育て

・回覧が多過ぎて読まずに廻してしまう高
齢者が多い。多すぎる回覧も必要なものだ
けにしたらどうか。
・高齢者に聞いてみると、ほとんど読んでな
いと云われるほうが多い。

・ほとんどが回覧板。
・地域包括センターが出来てとても良
かった。休日等も代わりの方に受けて仕
事をして頂きたい。

連携・活動の
あり方

・見守りに立っているが、名札がついてな
く、名前が覚えられない。
・小学校の制服も復活させたらどうか。肌
の露出部分が多く心配な子どももいる。

・自治会で募集し、通学路の要所要所に
立って子どもの見守りをしているが、顔の
みえる近隣関係を目指しているが。
・見守りの人数がもう少し増えてほしい。

市民意識

137 民児協 国府津 高齢者

高齢者が年々増加、一人又は高齢者のみ
の住居が増加しつつある。子供の数が減
少しているので助け合いが必要。

包括支援センター、地区民生委員等の連
携を図る。 連携・活動の

あり方

138 民児協 国府津
高齢者・子
育て

高齢者が多くなりだし、若い世代と住んで
いないので、近所、地域の支え、助け合い
をどうしたら良いか。

今は回覧板でしかない。
相談・交流の
場

地域ー学校ー家庭　この三カ所は子供の
成長を見守り助け、大人とふれあうことも大
切ではないか。

朝の声かけ、地域でのお祭り、イベントに
参加してもらい、地域とのふれ合いをする。 連携・活動の

あり方

139 民児協 国府津
高齢者・子
育て

・介護している人自身が高齢化し、家事と
介護が負担が重荷である。

・介護を受けている人と介護している人
の家庭にとって良い形の福祉サービスを
事業者などともよく協議、相談して受けて
いる。

制度の枠

・地域の中で子どもは成長することが最も
大切。
・地域でふれあえる機会が増えてほしい。

・地域の方が通学路の要所要所に立って
見守り、声かけ、地域でのお祭りに参加を
促したりして地域でふれ合い。

相談・交流の
場

15/31 団体意見
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140 民児協 国府津
高齢者・子
育て

行政から色々な書類が届き、調査資料等
は質問事項が多く視力の落ちている方、長
い質問文が理解できない方などいます。解
り易い内容での質問、説明にしてもらえな
いか。（高齢者世帯の場合）

書類等が届いた辞典で不明な点があっ
たら要求に添って一緒に理解、作成して
いる。 行政への要望

地域ふれあいを目ざして老人会、子供会等
が各部会ごとに活動しているが、ジョイント
でイベントを増やしつつ多くの子供達が広く
大人の人達とかかわって社会を学んでほし
い。

地域行事は回覧等で全家庭等に発信して
いるが親子の参加を期待したい。

相談・交流の
場

141 民児協 国府津 高齢者

高齢者世帯や高齢者独居の方が夜間や休
日において急に体調を崩したりした場合に
安易に救急車を呼ぶことをためらい、受診
への対応など、どのように処したらよいか
判らず不安を持っている。（かかりつけ医を
持っていても休診日や時間外での対応の
問題）

小田原医師会による地域医療連携室の
存在を紹介しているが、月～土の9：00
～12：00、13：00～17：00であるため、こ
れ以降の夜間や深夜時においては、総
合病院（小田原私立病院）などへ連絡し
相談することを勧めていますし、健康カ
レンダーの急病時の利用も勧めている。
緊急を要する様な場合には救急車を呼
ぶことを勧めています。

相談・交流の
場

高齢者の中には健康カレンダーの存在を
知らない方も少なくないし、保存している方
でも年齢的にも文字の大きさから見にくい
らしい。

相談を受けた方へは、健康カレンダーの
「急病のとき（休日・夜間）」の部分を拡大コ
ピーして渡し、電話機の近くに貼っておく様
に勧めている。

行政への要望

142 民児協 国府津
高齢者・子
育て

○ 個別支援を行う中で幾つかの専門機関
との連携で保護者が気軽に集い遊びなが
ら相談や計測ができる場がほしい。
○ 介護保険料の引き上げ幅をできる限り
抑えるよう基礎的な生活費用は、年金制度
でカバーされているのに介護保険でも給付
対象となって重複を調整する必要がある。

○ 市報や回覧版での手段にとどまって
いる。
○ 介護を受けるにあたり、サービスの質
の確保、向上のため、サービス担当者の
専門性の向上を図るとともに施設等にお
ける協議の相談を受ける。

相談・交流の
場

○ すべての子供や、子育て家庭に新たな
制度体系の設計に向けた、子供の健やか
な育ちの支援が基本の拡充が必要である
として、子供の健やかな育成は国が、責任
をもって取りくんでもらいたい。

○ 地域防犯パトロール、毎朝通学路の要
所、要所に立って通学する子供たちを、見
守り声をかけたり、地域でふれあい訪問、
及び老人のお友達と楽しいひとときをすご
す、ふれあいさろん「ふれんどりい」をやっ
ている。

制度の枠

143 民児協 国府津 高齢者
78歳になる老夫婦から民生からの配布物
は一切配らなくて良いと言われたのだが。

その内、様子を伺いながら行こうと思っ
ている。 市民意識

144 民児協 国府津 高齢者

１．担当地区は現在世帯数が500世帯数で
年々増加している傾向であるが、現民生委
員は1人で対応している。
(独居や高齢者も比例して増えている)
民生委員1人に対して、持つ世帯数は通常
200～250世帯が妥当だといわれているの
で増員を願いたい。

１．今のところは何とか対応している。
(独居、高齢者一人に対して、親身になっ
て相談が受けられない状況が有った時
も有る) 連携・活動の

あり方

145 民児協 国府津 高齢者

行政などで行っている高齢者向けのアン
ケートは、高齢者にとって、答えやすい、ま
た、わかりやすい質問とは思えないものが
あります。もっと高齢者の気持ちになって考
えていただきたいです。本音がでてこないと
思います。その年齢にならないとわからな
い事ってあると私の母は言っています。

私達は読んであげたり説明したりと、た
のまれた方にするくらいの事はしていま
す。

行政への要望

「たて」のつながりだけではなく「よこ」のつ
ながりをもっと考えていかないと、ケアタウ
ン構想はできないのではないですか。

一件の事例のことでも、色々な課に問い合
わせなければならないことが多すぎます。

行政への要望

146 民児協 国府津 高齢者

サロン会場が不足している。サロン活動を
行える会場は当地区に2ヶ所しかない。あと
1ヶ所必要。
〈会場の条件〉
収容人員：40～70人。準備のための小部
屋、トイレ、厨房は設置されていること。会
場間の距離は1,000m。〈会場までの距離が
500mを超えると参加率は急激に下がる。
多くの人に参加してもらうには会場は
1,000m毎の設置が必要である。〉

現在、B地区は、同地区の中央にある民
間の会場Bを借りてサロンを行っている。

相談・交流の
場

16/31 団体意見
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147 民児協 国府津 障害者

災害発生時、障害福祉課が責任を持って
障害者を救済してくれるのか。
災害弱者名簿を充実したいので障害者の
名簿を出してほしいと障害福祉課に依頼し
たところ、
① 情報公開を了承している障害者は、「災
害弱者所在マップ掲載者名簿」に掲載して
あるからそちらを見て欲しい。
② 情報公開を望んでいない障害者は、障
害福祉課がフォローするので民生委員は
関わらなくて良い。
とのことだった。
　災害発生時、本当に障害福祉課が障害
者の２／３にも上る障害者〈約4,000人〉を
フォローしてくれるのか。

情報公開を望んでいない障害者に対し
ては、民児協として特別の対応はしてい
ない。

災害時要援護
者

148 民児協 酒匂 高齢者

認知症等で徘徊ひどく困っている。介護の
級も低くデー・ショートもあまり利用出来な
い（費用を出しきれない）

ケア・マネ、包括とも連絡をとっている。し
かし級の判定はどうにもならない。
認知の場合、ムラがある場合は困ったも
のだ!!

制度の枠

民生委員、児童委員の住民に対する認知
度の低さ。
（データで３０（２５）～４０代で５～７％）
知ってもらわないと進まない

酒匂の場合、幼１、小学２、中１の学校があ
り、学校入学、入園の保護者説明会で全員
（民児委員）で伺いPR。
永続性をもたせ知名度UPをねらう・・・２年
目５０％の事例あり

連携・活動の
あり方

149 民児協 酒匂
高齢者・子
育て

・介護度４の高齢者を高齢の妻が介護の
為に食事のしたくお風呂の手助けができま
せん。
・老人ホームの施設を利用したい。夜中起
き出し大声を出して困っている。

・ルビーホームのステーションでデイサー
ビスを使うことになり、週何回利用するこ
ととなりました。近くのに住む親族が食事
を作ってくれています。
・第４包括支援センターに相談するように
進めてます。
・老人ホームは、２年か３年後でなくては
入居できません。

制度の枠

母子家庭で男子中学３年生の引きこもりで
困っている。過去に他校の児童にボコボコ
にされて以来、親となら外の出られるが
困ってます。将来の事も考えると親子さん
の支援について困ってます。

・母親が教育相談を受けています。
・相談者が近くにあります。

相談・交流の
場

150 民児協 酒匂 高齢者

昨年からサロン活動が始まったが、私とし
ては、日頃会話もなく、人ともあまり会わな
いような人のいこいの場となればと思うが
現実には、社交的でボランティア活動に熱
心な人が集まっている。

回覧版でお知らせする他に、ひとり暮ら
しの人に声をかけている。（なかなか来
てもらえない）

相談・交流の
場

サロン立ち上げ経費は社協に計上されて
いるが、あとは受益者負担では、集会所の
維持費がかかりすぎる。

３自治会で一万五千円ずつ出し合って運営
しているが、暖房、網戸やカーテンの修繕
など、手つかずで、困っている。

連携・活動の
あり方

151 民児協 酒匂 高齢者

１、酒匂２区内に公民館が無い為、２区内
の高齢者の懇談会場の確保に苦慮してい
る。
２、酒匂２区内に防災倉庫設置場所が無
い。

１、個人の庭を開放してもらい対応して
いる。又、その庭の花等の整備はその
個人の方の金と労力の頼っている。尚、
時と場合により在宅福祉チームや自治
会のバックアップを得ている。
２、印刷局の敷地の片隅を過去からの
慣習で無償で使わせてもらっている。

相談・交流の
場

・自治会、民児協その他各種役員のなり手
が高齢化している

次代をにらんで平役員の年齢構成を意識
しているが、定年年齢が高くなっていること
から仲々時間が割けない。

担い手

152 民児協 酒匂 高齢者

・高齢の一人暮らし、二人暮らし世帯にとっ
て、近くの商店も無くなり、日常の買物が不
便である。スーパーまでの交通手段が無い
（タクシー以外）

ヘルパーさん等を利用しての買物のお
願い

多様化する
ニーズ

153 民児協 酒匂 高齢者

一人暮らしの高齢者の方から、体調が悪い
時だけ夕方の時間帯にお手伝いして下さる
人がほしいと相談を受ける。
包括支援センターに相談するとすすめると
拒否をし、自分で時給を支払うので近所の
方を探してほしいと相談を受ける

信頼の出来る方を探すのは難しく、やは
り包括センターの方に事情を説明し、対
応してもらう事にした。

多様化する
ニーズ

＊サロン活動等、なかなか参加出来ない
高齢者が多い。
＊参加している方はいつも同じ顔ぶれであ
る。

在宅福祉チームを増やし、ひとり暮らし、夫
婦世帯の方々、手をさしのべて、参加出来
るよう工夫して行きたい

相談・交流の
場

17/31 団体意見
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154 民児協 酒匂 高齢者

介護をしている人が高齢化や病気の治療
に通っていたり、家事と介護が重荷になる
場合が増えている。

地域包括センターの利用や独居高齢者
の食事サービス支援の利用。
介護者に福祉サービスについての説明

制度の枠

高齢者夫婦だけの世帯が増えている仲で
介護や生活の支援などむずかしく考えさせ
られることが多い。
よその子供を気軽に注意できるような地域
が望ましい。

地域包括支援センターに相談や協力により
地区民生委員、地区社協、ボランティアと
連携して対応したい
育成協や地域主催の行事やイベントに参
加して理解とコミニケーションを計る。

連携・活動の
あり方

155 民児協 酒匂
高齢者・障
害者

高齢、障害者、ひとりぐらし家族もいない
ヘルパーさんが３０分～１時間介護してい
る
食事の確保等姉妹が手を貸しているがお
互い年齢も高くなると大変
介護のあり方を考えてほしい

制度の枠

156 民児協 酒匂 高齢者

母親が寝たきりの為最近、介護施設に入
所しましたが一人息子さんが最近うつ病に
なり曽我病院に通院しておりますが、体調
の良い時は病院に行きますが体調が悪い
時は閉じ篭ることが多い。電話をしても、自
宅に伺っても音沙汰なく苦慮しております。

相談・交流の
場

157 民児協 酒匂
高齢者・子
育て

高齢者、独居老人が多くなり、自治会と連
絡を密にして状況を見つめています。組長
の若年家庭は共働きが多く、コミニュケー
ション的になかなかむずかしい面がありま
す。

地域包括支援センターや地区社協、介
護保険業者の活用を図っております。

連携・活動の
あり方

PTA、民生児童委員、育成協役員の方々
が毎朝通学路の要所に立ち子供たちを見
守っている。見守る大人の目が多く、少な
い子供は恵まれた環境にあります。

連携・活動の
あり方

158 民児協 酒匂 限定せず

マンションや団地型の集合住宅群等が
徐々に増える傾向にあり、近所づきあいの
減少化や情報の収集、実態の把握が難しく
なってきている。

連絡事項、案内事項等は、回覧版や各
団体が発行する広報誌、市広報誌など
で知らせる方法を取っているが、自治会
への加入が原則となる中、加入世帯の
減少もこれからわあるので限界がある。

市民意識

これから福祉にたずさわろうという人やボラ
ンティア活動および民生委員児童委員もだ
が、人材育成、役員の世代交替を急務をと
して考えなければならない。それだけ役員
自身の高齢化が進んでいる。

どの団体でも状況は同じだと思うが、人材
育成や世代交替がスムーズに進んでいる
ところと停滞しているところがあるので、トッ
プに立つ人の意識改革をしていくしかな
い。

担い手

159 民児協 酒匂
高齢者・子
育て

・子どもの家庭が近所にいるひとり暮らしの
方に対する接し方。
・経済面の負担を軽くしたいと言う、ひとり
暮らしの方。

・ひとり暮らしの方の外での行動に対し
て、近所の人から忠告などあり、家族に
告げたが、本人の性格で、ディサービス
もうまく適応出来ず、本人の意志にまか
せている。今後も見守っていく必要を感
じている。
・包括センターに相談して、軽費有料施
設を紹介してもらったが、積極的でない。

連携・活動の
あり方

子どもや高齢者はもとより、近隣の人との
交流、視線が大事だと思う

いくつかのイベント等あるが、参加者がい
つも同じようだ。
サロン活動などうながしているが、役員が
忙しくなるばかりだ。

市民意識

160 民児協 酒匂 高齢者

７５才以上の高齢者に関しては敬老会名簿
等の資料があるが、７５才未満の方に関す
る情報がなく状況把握に困っている。

年１回の自治会総会の席で組長はじめ
関係者に６５才～７５才の方の異変や相
談があれば知らせてほしい旨を呼びか
けるにとどまっている。

連携・活動の
あり方

161 民児協 酒匂
高齢者・子
育て

受け持っている地域では２件介護をしてい
る家庭があり、そのうち１件のお宅では奥
様が体を悪くされてしまっている家があり、
たまに見守っているところです。

回覧版での手段にとどまっている

連携・活動の
あり方

PTAはたまに通路に立っているのを見うけ
られるが、ある一定の期間を過ぎるとそれ
もなくなってしまうので地域との連絡を密に
とって子供達を見守ってはどうかなと思い
ます。

連携・活動の
あり方

162 民児協 酒匂 障害者

家の近くにあるNPO法人の作業所に出向
いたが、特別心配事は無いと言われ対処
することが出来なかった

連携・活動の
あり方
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163 民児協 片浦 限定せず

子供からお年寄りまで交流する事が少なく
なっている。行事をしても参加する人はい
つも同じメンバーである。老人会と子供会
など一緒に活動できないものか。

夏祭り、地区内清掃など声をかけ合ってい
る。
興味を持って参加できる行事を考えたい。

相談・交流の
場

164 民児協 片浦 限定せず

災害が発生した時に第一避難場所が石橋
公民館及び宝寿寺となっているが、広域避
難場所が片浦小学校と遠く、一次避難場所
にいた方が安全ではないかと思う（早川地
区との話し合いにい、お願いできないか）

自治会でも同じ考えであり、地形的にも特
殊であり、無理に避難を行わないとの事で
ある。

災害時要援護
者

165 民児協 片浦
高齢者・子
育て

片浦中学校の件ですが、統合になるという
問題が生徒が２名だけになってから話し合
うような事は関係機関、教育委員会、中学
校など後手にまわっているように思いま
す。

左記の案件について関係機関の方々は
手厚く片浦中学校の生徒を見守ってくれ
ました。 行政への要望

片浦地区は高齢者が目立つので、若い方
にも住んでもらって人口を増やしてもらいた
いです。 行政への要望

166 民児協 片浦 子育て

片浦中学校の生徒数の減少 平成２１年度で閉校し、城山中学校と統
合 行政への要望

少子化と共に入学者数の減少でどうしよう
もない状況

策を講じていない

行政への要望

167 民児協 片浦
高齢者・子
育て

地区全体的に高齢化が進んで来ている中
で、特に日中独居・高齢者のみ世帯が多い
為、民生委員としての活動範囲や活動内
容も拡大してきている。地区医療機関、介
護機関が欲しい。坂道が多い事、歩道が無
い事で、歩行者の安全に欠ける。

ボランティア、老人会と協力しながら、高
齢者のリクレーションや催し物等工夫し
ている。
自治会が手すり、柵を付けてくれるが、
対応が間に合っていない。

行政への要望

少子化が進み中学校が閉校となるが、せ
めて小学校は存続させたい。
地震・災害時の防災対策！地区内の避難
所の複数設置や防災組織の充実。

片浦４地区内でも各地区毎に防災組織は
ある。根府川は地域が広い為、定例的に問
題の洗出しから対応まで検討はしている
が、実行段階にはまだ至っていない。 行政への要望

168 民児協 曽我 高齢者

・高齢で認知のある方と息子さんの二人暮
らしの場合、地域・民生がどこまでの関わり
をもっていけるか、こうしたケースが多く
なっている。
・各世帯が独立しすぎているめんがある。

・地域で見守り、声かけし合うようにして
いる。
・地域行事への参加を呼びかけたり、ﾎﾞ
ﾗﾝテイア等との連携を深めている。

相談・交流の
場

・高齢・独居の世帯が増えているが、地域
での支え合いがだんだん難しくなっている。

自治体（社協）などで連携し、見守り・声か
けなどの支援をしている。

市民意識

169 民児協 曽我 高齢者

市営住宅につき独居高齢者がほとんどで
す。隣室の苦情・生活相談・見守りなどやる
事が多い。

支援センターと連携とり対応している。
見守りはボランテイアの方にも協力を呼
びかけております。

多様化する
ニーズ

170 民児協 曽我 高齢者

援助拒否なのだが微妙にそうでもない態度
がかいま見える。自助努力を地で行ってい
られる感じだが、地域内でのさりげない見
守りは年々必要と思うが・・・。

市民意識

171 民児協 曽我 限定せず

全体の７割が幾世代も続く地域で、親子同
居が比較的多く、自治会加入もほぼ全戸で
ある。
特別に対応に苦慮している事項は見当た
らない。

地域の役員等は各戸の人員、職業等
「広く、浅く」ではあるが理解している者
が多く､話し合いで「相互理解」が成り
立っている。

担い手

老齢化と人口の減少で、一定年齢に達す
ると、全員が役員を引き受け手おり、各種
団体等の役員の引き受けが負担になって
いる。

各種役員を一人が数年又は十数年引き受
けることで成立している。ただし、役員引き
受け年数の差が大きく今後の課題となって
いる。

担い手

172 民児協 曽我 高齢者

当地区は旧曽我村の仕来りが多く、高齢者
が多い地区なので、昔のようなやり方多く、
回覧板だけが連絡の手段とされている。

介護者と介護を受け手いる人が高齢の
為、福祉サービスを受けた方がよいと思
われる。
回覧板のみの手段しかありません。

連携・活動の
あり方

若い世代が地域役員を引き受けている為
に、決められた活動以外には自発的に自
分の意見や地域の意見を出して活動して
行くという方向がない。

役員の年代を調整し、地域の意見を入れ
少しづつ地域の人口を増加して行く様にす
れば、役員の年齢層もあがり良いと思われ
る。

連携・活動の
あり方
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173 民児協 橘南 高齢者

無駄な回覧も多く、老夫婦宅や、独居の方
えの回覧は一枚余分があればポストに置
いて回覧は次に廻したい。
税金も高いしデイサービス等も安くもっと充
実して欲しい。

介護してる人も働いているため、昼食の
配達を考えて業者に相談したら地域的
に断られた。

行政への要望

174 民児協 橘南 高齢者

ここ２・３年住民の高齢化と独居の人が多く
なってきて、災害時どの様な連携がとれる
か不安がある。

自治会で避難訓練する予定がある。

災害時要援護
者

175 民児協 橘南 障害者

海岸近くに住んでる障害者の人が、台風の
時の高波の危険を避けるための場所を探
している。

市に相談したが、そのような施設は現在
の所ﾅｼという回答だった。 災害時要援護

者

高齢者の健康状態の把握。 高齢者の近くに住んでいる人に聞いて状況
を把握しているが、時間的に遅れることが
度々ある。

連携・活動の
あり方

176 民児協 橘南 限定せず

地域のコミュニケーションが取りづらい。 地域ごとにスポーツ大会、健民祭等行事を
企画。地区ごとにも、自治会行事の中で幼
児から高齢者まで参加出来る行事を行って
いるが、参加する人がかぎられている状態
です。もっと工夫をする事が大切だと思い
ます。

市民意識

177
民児協
（H21.2月）

芦子 限定せず

地域活動において自治会、老人会、子供
会等以前からの活動を現況維持すること
で精一杯、一歩前進が見られません。お互
いに活動に一線を引いている感もありま
す。一例ですが、ある時老人会の会長より
こう言われました。「あるお年寄りの家から
電球をかえて欲しい」と頼まれたりと民生委
員の仕事ではないのか、お互いどこまでか
かわるのか区分けを確認してくださらない
といつまでも同じ現況です。又、地域に小
学生以上の青少年をボランティア活動に参
加させる組織づくりも行政で指導をお願い
したい。例ですが、災害時若い人とお年寄
りが手を取り合えるよう普段から取り組み
出来るような指導。広報活動を通じて住民
の意識改革お願いします。又、行政からも
情報を吸いあげるだけでなく、流していただ
きたいのが多々あります。

連携・活動の
あり方

178
民児協
（H21.2月）

東富水 高齢者

大型マンションの訪問等に困っている。
最近、脳梗塞で入院、落ち着いてきたら2週
間以内に出るように言われたと相談あり、
包括支援センターと相談しながら1ヶ月預か
る（病院）。その間、家族は大変だった。高
齢者家族は息子独身60歳に近い3人家
族。半身不自由で奥さんも身体弱い。老老
介護の療養先はどうすればよいのか。患者
ごとに生活を考えケア支援が必要ではない
かと思う。

制度の枠

179
民児協
（H21.2月）

富水 限定せず

民児協として、施設見学等人数が多いた
め、交通手段が事故等を考えると実施に当
たり悩むことが多い。（市のバスを利用させ
ていただきたい）

行政への要望
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180
民児協
（H21.2月）

富水 限定せず
地区社協の事業について連合自治会（長）
からの理解が難しいこと。

連携・活動の
あり方

181
民児協
（H21.2月）

大窪 高齢者

2月9日、早川支所の会場で認知症になっ
た独居老人について、近所の人の苦情、心
配の声を家族に伝え、時には身の回りの
世話をしながら、無事、グループホームに
入所してもらう事が出来たと発言した者で
す。よく考えてみると問題点が2つありまし
た。①頻繁に本人と接する機会のあり私達
（近所の人達）は、もう一人暮らしは無理と
感じていても、週に1回程度の親戚やケア
マネージャーは、「食事の準備も出来る」と
シャキッとして言われるとまだ大丈夫と思っ
てしまい近所でヤキモキする日々が長く続
きました。認知症の進み具合を判断するに
は、集中的に本人と接する必要があると思
います。②天蓋孤独の人がこの状態になっ
た場合、どうなるのでしょうか。すべてが民
生委員の方にかかってくるような気がしま
す。生活保護を受けている人には、保護課
が対応してくれると思いますが、経済的に
自立できている人の場合は、家族の代行を
する人が必要になってくると思います。民
生委員は地域の住民全般を見守る存在だ
と思いますので、是非、すみやかに民生委
員から引き継ぐような部署を用意してほし
いと思います。

制度の枠

182
民児協
（H21.2月）

下府中 高齢者

現在高齢者としては高齢介護課からの75
才以上の名簿で65才以上とする構想では
すべて把握できない。

連携・活動の
あり方

183
民児協
（H21.2月）

桜井 子育て

「ケアタウン構想」の基本が「中学校区で拠
点化する。」とのこと。この点について自分
の担当地区（桜井地区･中の町）では、自治
会区と中学校区が統一されていない、混
合地区が存在している。（桜井小→城北
中、東富水小→泉中）それ故、該当する地
区の児童･生徒は、無論子供会のみなら
ず、桜井地区の祭り等の行事にも参加して
いない現状である。子供会のみならず、防
災に関しても同様の問題を抱えているのが
実状である。このことの解決もしくは、相互
理解を全市的に実践することが、最優先の
課題であろうと思われる。この問題は市内
の多くの地区でもかかえていると思われ
る。

連携・活動の
あり方
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184
民児協
（H21.2月）

上府中 子育て

現在2年目の主任児童委員ですが、地域に
関わること、仕事、流れはわかりましたが、
疑問に思うことがいくつかあります。
1 子育てに関わる団体がいくつかあります
が、目的がはっきりせずつながりがどうして
いっていいのか分かりません。
2 幼稚園、小学校、中学校、青少年育成協
議会、児童クラブ、ボランティア、子育て支
援などですが、子育て支援について子育て
スタッフがいるが、スタッフの人がしている
ことなどつながりがない。
子育て支援で地域の情報、必要性がない
のに活動できないし、地域によってバラバ
ラ。子育てしながら仕事に励んでいる母親
に支援をするのはどういうことを支援する
のか。何ができますか逆に。

連携・活動の
あり方

185
民児協
（H21.2月）

上府中 高齢者

「災害弱者マップ」を中心にした地域での災
害時の手助けの方法、やり方、どの人がそ
の弱者を手助け（する）のか？とか今、考え
ることが多いです。独居の人達に対して
が、一番気がかりです。地域でも一応組織
図はできていますが、もっと具体的にやる
べきではないかと思案中です。

災害時要援護
者

186
民児協
（H21.2月）

国府津 高齢者

次の各項目はある程度身体が動く高齢者が直
面している問題です。この問題は「ケア」という
面からは距離を置きますが、「ケアタウン」とな
るとこの問題が含まれるものと思います。ここに
はほんの一例しか書いておりませんが、検討に
入ったときは更に情報を集め多角的に検討を
お願いします。
①高齢独居、高齢世帯のお年寄りは銀行や病
院に行くのに困窮している。
　　高齢者の77％は徒歩しか移動手段を持って
いない。500mも歩けない人は約1／3いる。（内
訳：75～79歳＝13％　80～84歳＝36％　85歳以
上＝50％）
　　本人が直接行かなければならない銀行や病
院になかなか行けない。
②高齢者は野菜や醤油などを買うのに困って
いる。
　　買い物に行っても重たい野菜(大根やカボ
チャ芋類）や醤油、油、味噌などは持って帰れ
ない。（米や酒などは配達してくれるが、野菜や
醤油、味噌などは配達してくれる店がない。）
③昼間は高齢化率が高い。昼間災害が起きる
と救護のマンパワーが極端に少なく救護対応
ができるか心配。
　　世帯構成は、独居、高齢世帯は40％、一般
世帯は60％位であるが、昼間は独居・高齢世
帯が90％に上る（若い人は会社に、学生は学
校に行っているため）。このような中で地震や火
事が起きたとき救援体制を組めない。

多様化する
ニーズ
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187
民児協
（H21.2月）

国府津 限定せず

地域住民の方たちには民生委員児童委員
が担っている役割等を正しく理解してもらえ
ていない。特に高齢者においては、民児委
は主に生活保護に関することを担っている
と理解しがちで、「生活保護は受けていな
い＝小田原市のお世話にはなっていない」
という観念で、特にマンション住民高齢者
は用心からか、思うように面会が適わな
い。数ヶ月かけて何度も訪問、訪問目的の
趣旨説明をし理解を得る状況は珍しくあり
ません。時には、「広報おだわら」に民生委
員児童委員の地域における役割など紹介
記事を載せていただくのも一考と思います

連携・活動の
あり方

地域における支え合いは、地域住民が主
体であるべきと考えますが、その地域の住
民で構成される各団体（自治会、民児協、
婦人会、老人会、ボランティア、PTA、その
他）これらの団体の集合体が社協と考えら
れますが、地域内での見守り、支援など支
え合いの地域福祉というと民児委であると
の認識が自治会などにもありがちです。

連携・活動の
あり方

188
民児協
（H21.2月）

国府津 限定せず

地域での連携に、我々民児委が把握した
要支援者の状況（情報）を、自治会等へど
の程度伝達してよいのか判断に戸惑うとき
があります。

連携・活動の
あり方

189
民児協
（H21.2月）

酒匂 限定せず
書類が多すぎる。どうにか簡略化できない
ものか。重複する調査や名簿など。

連携・活動の
あり方

190
民児協
（H21.2月）

酒匂 限定せず

県営団地の月の定例会には出席して団地
のことを知ろうと思っていますが、前の民生
委員さんから引き受けた人のことは分かり
ますが、新しいことはなかなかです。市から
県に申し立てて誰が何号棟に住んでいら
れるか住所録を知らせてくだされば活動を
しやすいと思うのですが。

相談・交流の
場

191
民児協
（H21.2月）

酒匂 子育て

当日も母子家庭の話が出ましたが、県営
団地には多くいられるみたいで、とても調
べにくいところがあります。生活保護を受け
られている人のように名簿を作成して民生
委員に配布していただきたいと思います。

連携・活動の
あり方

192
民児協
（H21.2月）

酒匂 高齢者

高齢者の現状を把握することが困難。
75歳以上であれば敬老会名簿を基に敬老
会を始め行事に際し訪問する機会がある
のだが、65歳～74歳の方々の情報はまっ
たくないに等しい。自治会の集まりの席で
は呼び掛けてはいるのだが。

災害時要援護
者

現在の土地に転入してきて10年足らずでこ
の役を頼まれた。我が家の家族構成から
すると高齢者との関わりがなかったなど活
動は困難。民生児童委員を選出するに当
たりある程度明文化された基準があっても
よいと思う。また頻繁に開かれるように委
嘱されたときの仕事の内容は、「月に一度
定例会に出席すればよい。｣というものだっ
た。もちろん鵜呑みにしたわけではない
が、あまりにもお粗末な説明である。

担い手

193
民児協
（H21.2月）

国府津 高齢者

国府津地区の1区（JR国府津駅裏側、山側
地区5丁目）や2区～6区（4～2丁目）、田島
地区等は、個人商店がなくなり高齢者世帯
や高齢独居の方たちが食料品や日用品の
買い物に苦労されているようです。病院等
に出掛けた折にコンビニで買い物してきま
すが、商品種にも制約されますので不便を
強いられています。今後、高齢化を迎えま
すますこのような方が増加すると考えられ
ます。

多様化する
ニーズ
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194
社会福祉
協議会

幸 限定せず

ご夫婦間のトラブル、妻側からの相談で、
夫からの暴言・いやがらせ等に苦慮してい
る。包括センターへ相談しましたが、ご主人
との面会が出来ずに判断が出来ない状況
です。現在は小康状態なので、しばらく様
子をみることにしました。

包括センターに相談し、ご助言をいただ
きましたが、問題が多く、専門の方の助
言が必要と思われる。

連携・活動の
あり方

195
社会福祉
協議会

二川 高齢者

イベントへの高齢者の不参加者が増加。参
加者と不参加者の色分けが進み、参加者
でも年々不参加者になる者の増。不参加
者をどう参加者に転じていくか。

・常連参加者のイベント（老人会・敬老
会・公園美化活動・サロン活動など）は
盛んだが。
・”巡回世話人”のような人が頻繁に訪問
し世間話をしながら参加の手伝いをして
いる所もあるらしい。

相談・交流の
場

頼れる隣人は意外と少なく、閉じこもりも多
い。特に男性。

一人暮らしや高齢者夫婦世帯を含め全世
帯対象に見守る近所の目を増やすため「”
元気印”を外灯で表示しましょう」をＰＲし始
めた自治会もある。

連携・活動の
あり方

196
社会福祉
協議会

東富水
高齢者・子
育て

老人会、子ども会活動が一部の活動になり
つつある。老人会は高齢化、子ども会は親
の多忙化で会から離れる人が多い。社協
関係の役員の負担が重くなっている。

当然そのようになる可能性が大きいので、
会員だけでは解決できない。自治会（役員
だけでなく）等のサポートが必要と考え、協
力している。役員等の負担の重い件は、
「大変だ」と宣伝しては逆効果なので、広く
みんなで担当できることを工夫している。ま
だ、啓発の段階だが。

担い手

197
社会福祉
協議会

東富水 子育て

子育てで孤立感を持つ家庭等が多いよう
だが、対応が困難、というか入りこめないこ
とが多い。青少年の問題行動が大きくなら
ないように見守っているが、うまくいかない
等。

学校等と協力し、低年齢の時期から、小
学校での学習サポートをボランティアグ
ループでしたり、地域の行事に中学生の
ボランティアとして参加いただける工夫を
している。

連携・活動の
あり方

198
社会福祉
協議会

富水 高齢者

富水社協の所属する団体等から役員のな
り手がなく困っている。やむを得ず現役が
留任する状態になってしまう。どうしたら良
いか？（くじ引きで決めようかとも思った。）

次に役員になってもらいたい人に目星を
つけ、事前説得することと出身母体の自
治会長に留任を依頼するようにしたらど
うかと言った。（自治会の各団体役員は1
年任期で交代してしまう＝現状）

担い手

199
社会福祉
協議会

富水 高齢者

毎年増加している高齢者の実態をつかむ
ことは困難

自治会加入者はまだ分かるが、アパート
住民は難しい。 連携・活動の

あり方

健康度調査を７５歳以上で行っているが、
この調査の目標は？

調査結果が示されているが、よく分からな
い 連携・活動の

あり方

200
社会福祉
協議会

久野 限定せず

民生委員に対する依頼度が大きく、地域ご
との自治会活動にも年度により知識・年齢
等のため、民生委員との連携活動にも格
差がみられるのが現状である。

社協理事会での周知、自治会活動での
回覧等による広報年度の役員を中心に
した情報収集等、実践面では民生委員
との連携を強め、自治会等との協力可
能な体制がとれるように努めている。

連携・活動の
あり方

年間の事業計画に活動方針を位置づけて
いるが、対象者の把握、実践団体の体制
にも限界があり、研修・情報交換等につい
て常時実践面で統括推進できるような体制
づくりが必要である。

民生委員を中心にした在宅介護見守り活
動の推進、サロン活動での地域、年金をこ
えた広範囲な参加呼びかけ、世代間交流
での地域一体となった交流の輪など社協と
自治会活動が一体となった交流活動の実
現に努めている。

連携・活動の
あり方

201
社会福祉
協議会

大窪 高齢者

・一人暮らしの高齢者の見張り方は民児協
の協力のほか何か良い手段はないか。
・当地区は地域が広い為、その地域の高齢
者の割合が少なからず回覧板等老人会を
通じて連絡をするが老人会のない地区の
連絡手段がなく何か良い手段がないか。

特に事業者等には知らせてないが、各
団体等については自治会・民児協を通じ
て対応している。

連携・活動の
あり方
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202
社会福祉
協議会

大窪 子育て

子供を持つ親としては何が大切か、近所の
人々の温かい支援があれば良いと思いま
すが、但し学校から帰ってきてもすぐ塾等
に行くため、地域住民にふれあいがないた
め、ふれあいのできる場所（公園等）がほし
い。

朝と夕方の通学路の要所に立って、通学す
る子供達を見守り、声を掛けているか、地
域での行事（祭・各種行事）の参加を促して
いるが、その場で顔の見える近隣関係がで
きれば。

相談・交流の
場

203
社会福祉
協議会

早川 限定せず

地域内諸団体とのコミュニケーション作り、
そして地域内各個別世帯とのコミュニケー
ション作りは年々厳しさが増している。それ
が諸団体後継難を招き、また世帯間は連
携意識が希薄になってしまう原因になって
いる。

現在では恒例になっている総会や理事
会、あるいは役員会等で予定の行事をこ
なしている状況が続いている。　世帯間
のコミュニケーション作りは子供のいる
家庭はＰＴＡとか世代間交流とかで対応
しているのが現況である。

連携・活動の
あり方

新しい地域内コミュニティ作り、そして地域
の住民達が互いに支え合わなければ、そ
のコミュニティ作りがうまく作動しないこと
で、よく理解し、共助精神を培う努力をする
こと。

現在、諸団体が個別に検討をすすめつつ
ある。今年中に。遅くとも年度中には新しく
ケアタウン構想に添った動きが具体化する
ものと思っていいる。

連携・活動の
あり方

204
社会福祉
協議会

山王網一
色
限定せず

山王網一色地区社協　会員・会費について
地区社協として、事業活動を実施する為の
基となる資金は、市社協より受ける交付金
（会費として納入した約５０％）に頼っていま
す。
しかし、Ｈ１７～Ｈ２０の集金総額の推移を
みると年々減少しています。従って、地区
社協としては、事業活動及び各種団体へ
の補助金の見直しをしなければなりませ
ん。会費の減少傾向の原因としては①会
員世帯の減少②個人事業者・商店の廃業
等が考えられ、また地区の世帯構成が高
齢化しているため、暮らしの安定を維持す
るため、切り詰めた生活を余儀なくされてい
る世帯が多くなってきている。
上記については、市社協でも把握してい
る。（地区懇談会）　　地区社協としては、今
後、会費の減額を止め、福祉活動を続ける
ための方策を考えていきたいと思っていま
す。どのようにしたらよいか暗中模索をして
います。

連携・活動の
あり方

205
社会福祉
協議会

下府中 子育て

初めての0歳児を持つ母親が、安心して育
てることに不安を感じている方が多くいる。

子育て支援サークルを紹介している。　０歳
児を持つ親子お楽しみ会を紹介している。
（団らん周知・年1回）

相談・交流の
場

206
社会福祉
協議会

下府中 限定せず
地域内の福祉活動を行う中で、そのスタッ
フの確保に苦慮している。

その都度各種の団体にお願いをしてい
る。 担い手

207
社会福祉
協議会

桜井 限定せず

・地域交流、ネットワーク、コミュニケーショ
ンが希薄という意見が多く見られる。
・学校開放、特に放課後の校庭を望む声が
多い。
・犬、猫、カラス等の害の訴えが多い。

・地区社協、自治会連合会等に連携を呼
びかけているがなかなか効果がでない。
・校庭の開放は出来ないものか市共通
の問題。
・犬、猫、カラス等の害について自治会
連合会で回覧で訴えているが、効果がな
かなかでない。

行政への要望
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208
社会福祉
協議会

桜井 限定せず

・地域福祉活動計画が策定され多くの課題
があるが、公園設置、通学路の用水路の
防護柵など行政に届いているのか見えてこ
ない。
・防災・減災で要援護者への対応が自治会
によって異なり、民生委員の役割が果たせ
ない自治会がある。

・地域福祉活動計画の第1番の要望にサロ
ン活動があるが、地域で活発になってい
る。
・自治会連合でなかなか要援護者への対
応がうまくいかないが努力をしている。

連携・活動の
あり方

209
社会福祉
協議会

豊川 限定せず

豊川地区は、年々人口が増加しているが、
なかなか自治会に加入する方が少ないの
で、市から広報、その他の事が分からない
のではないのでしょうか。

支所に転入届を出しに来た方に、自治
会入会を勧めていただいたらどうかと思
う。 担い手

210
社会福祉
協議会

豊川 限定せず

現在、小学生の登下校には、豊川交通安
全協会・学童を守る会の人は毎日、ＰＴＡ・
子供会が月に２回位出て交通安全をしてい
ます。学校の校長・教頭先生も自転車に
乗って廻っていますが、下校時には数人に
なります。そこの所を考えています。

他の地区では、自治会・老人会など、協力
している例があります。豊川地区はなかな
か土地柄難しい面が多く見られます。子供
たちも挨拶をするようになってきました。

連携・活動の
あり方

211
社会福祉
協議会

片浦 限定せず

・路地は坂道が多く、道路は歩道がない。
高齢者の歩行は危険が大。
・片浦中学校生徒数減少の対応は関係機
関の対応が後手に回っているようだ。

・自治会で手すりや柵をつけるが間に
合っていない。
・片浦中を閉校し、城山中に統合する。 行政への要望

212
社会福祉
協議会

片浦 限定せず

・避難場所の複数化。
・少子高齢化が目立つ。若い方に住んでも
らい、せめて小学校は存続させたい。

・一時避難所から広域避難所（片浦小）が
遠い地域もある。特に石橋地区では早川
地区も含めて検討するのが良い。
・対応策がうちせない。

行政への要望

213 老人クラブ
西北長寿
会（富水地
区）

高齢者

単位自治会独自の防災、避難訓練を9月に
計画のお知らせを回覧でいただき、地域の
方たちとの情報交換の最良の場と思いま
す。

社会奉仕の一環として、私たち老人クラ
ブとして、朝の登校時の小・中学生を見
守るボランティア 相談・交流の

場

地域の公民館を日ごろから使わせていた
だき、老人クラブボランティア活動として、
公民館の外回り清掃を毎月6月上旬に行っ
ております。

老人クラブでも年々高齢になり、老老介護
の時代になってきました。クラブの会員の
皆様と仲良く助け合い、元気で毎日を送る
ことが望ましい。

相談・交流の
場

214 老人クラブ
紀ノ宮老
人会(早川)

高齢者

老人クラブは、老人なりに目的を持って活
動をしているから、若い各種団体がクラブ
の状況をよく見て、年に何回かは年寄りと
一緒に遊んでほしい。

老人クラブと民生委員は常に連絡を取り
合って年寄りの情報を知らせあっている。
老人クラブは友愛チームを作り、会員の高
齢者の状況を、いち早く民生委員に知らせ
るようにしている。

連携・活動の
あり方

215 老人クラブ
下府中老
人クラブ連
合会

高齢者

各種行事、特に目立つと思う「健康づくり」
何々トレーニングといって社協主催、老人
会、市健康、地元の健康促進グループ、そ
れも日中若い人は働いて、女性でもパート
等に、残された老人によく要請が来る。ばら
ばらの計画、もう少しまとめて実行してほし
いと思います。

自治会、民生委員、老人会等、小学生の下
校時の見守り、声かけ、川東地区でも下府
中、中里周辺は交通量多く、父母、P.T.A.と
協力して、子供達の安全に尽力したいと
思っております。

行政への要望

216 老人クラブ
新玉地区
老人クラブ

高齢者

老老介護といって中高年齢者が親の面倒
をみる介護が話題となっているが、将来の
自分たちの姿を想像してしまい、さらに認
知症を考えたりと不安になる。

介護保険制度があるのだから、内容の充
実が指摘される。

制度の枠
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217 老人クラブ
紀ノ宮老
人会(早川)

高齢者

地区に買い物がすぐそばでできる商店が
みなつぶれてしまうので、高齢者の買い物
は大変だ。

老人クラブと民生委員は常に連絡を取り
合って年寄りの情報を知らせあっている。
老人クラブは友愛チームを作り、会員の高
齢者の状況を、いち早く民生委員に知らせ
るようにしている。

多様化する
ニーズ

218 老人クラブ
紀ノ宮老
人会(早川)

高齢者

会長職のなり手が無い。会計13年、会長8
年、計21年老人会のためにがんばっている
が、会長のなり手が無く、困っている。

体育振興会、青少年育成会、ＰTA等各
種団体の行事参加の知らせが非常に少
なく、今年になって小学校の校長が代
わって、老人会によく声をかけていただ
き、会員が非常に喜んで参加している。
若い各種団体が、もっと高齢者を外に出
すよう、各事業に参加を呼び込むべき。

担い手

219 老人クラブ
二川地区
老人クラブ

高齢者

老人会に入会している割合は20％弱です。
毎年会員増加を図るべく勧誘活動を行って
いますが、特に若い人の参加率が少ない
です。

市老連としては10人以上の新規加入が
あった単位クラブを表彰したり、勧誘チラ
シを作成配布していても昨年度は３クラ
ブが表彰されただけです。 担い手

団体として市の協力をお願いするとすれば
①老人会員に対する優遇措置を増やす。
②各地区別老人の年齢別、男女別デー
ターを公表

未だ実施していません

行政への要望

220 老人クラブ
新玉地区
老人クラブ

高齢者

老人クラブ加入者募集は自治会でも回覧
を出してもらい加入をお願いしているが、加
入希望者も少なく苦慮している。また、役員
のなり手が見つからず、困っている。

市老連では、２月を加入促進月間として
募集期間を設けている。なお、市老連は
今年から１０名以上の加入者ある地区
があれば表彰する新制度を設けた。 担い手

221 老人クラブ
新玉地区
老人クラブ

高齢者

高齢化が進み、将来のことだが自治会の
組長の役を順送りに引き受けられるか、組
内だけでの話し合いで解決は難しいと思わ
れる。

現在は、組内の助け合いで組長をやってい
るが、隣近所みな高齢化をなると困難。

担い手

222 老人クラブ
下府中老
人クラブ連
合会

高齢者

弱者、寝たきり老人等に友愛チーム（下府
中地区に３チーム）が１～２ヶ月ごとに２～
３人にてお見舞い、話し合いに訪問してい
るが、最近２～３件の家庭で、近所に知ら
れたくないから止めてくださいとのこと。民
生委員等と相談している現状です。

社協が主となり、民生委員、ボランティア
の協力で、下府中地区５箇所で「ふれあ
いサロン」を実施中で１年１０ヶ月が過
ぎ、高齢者が外に出る。月１回でも公民
館にてコーラス、紙芝居、お茶のみ雑
談、心のケアには非常に役立っている。
理想は障害者も参加できるようになれば
と思っております。

連携・活動の
あり方

223 自治会
足柄第３６
区
限定せず

物的及び精神的な生活環境により情報が
不足がちである。

本件のような場合は、各種メディア（テレ
ビ、ラジオ、新聞、広報紙）などを有効に
活用したり民生児童委員などと連携を密
にし、又は公的相談機関とも常に気軽に
連絡を取っていくことが望ましいものと思
います。

連携・活動の
あり方

224 自治会
足柄第３６
区
子育て

子どもの健全育成と地域との関わりについ
て

子どもの育成については、まず父兄・教師
及び地域などの教導や見守りを必要としま
すが、個々には限界があるので、三者が互
いに心を開き、かつ、連携を深めていくこと
が肝要であると思います。

連携・活動の
あり方
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225 自治会 下曽我 子育て

自営業（個人での農業・商業等）では、生計
を持続できないため、会社等への勤めをす
る人が多くなり、子供達を見守る大人の目
が少なくなった。

地域を見守る方法を考えたい。

担い手

226 自治会 下曽我 高齢者

・高齢者の占める割合が多く、６０・７０代の
高齢で家事と親（９０・１００代）を介護して
いる家庭があり、重荷であると思われるの
で心配である。
・介護者を抱えているが介護福祉サービス
の受け方申込み方を知らない家庭がある。

・行政からの案内等があるが、仕事が忙
しく、細かく読まないのが現状である。
・介護の経験がある人が教えている。

制度の枠

227
社会福祉
法人（高齢
者）

祥風会特
別養護老
人ﾎｰﾑ芳
徳の郷ほ
なみ

高齢者

入所を希望しているが、待機者が多く、すぐ
に入所できない。

入所に当たっては、入所委員会を開催
し、家族状況及び要介護度等を勘案し、
入所が必要な方から順次対応している。 制度の枠

介護予防事業への取り組み 介護予防事業への取り組みをするために、
短期入所生活介護及び通所介護の利用情
報を介護支援事業所に提供し、介護予防
事業の拡充を図っている。

制度の枠

228
地域包括
支援セン
ター

第４地域
包括支援ｾ
ﾝﾀｰ(酒匂
中・国府津
中・橘中)

高齢者

高齢者の経済的困窮事例が多くなってお
り、サービス選択の幅が狭くなっている。世
帯間格差が大きい。特に経費　老人ホーム
のような軽度介護者の利用できる入所施
設が少ないため、日常生活が困難な状況
になっているケースも多い。

経済的問題に関して包括はなすすべは
ない状況。親族への根気  強いかかわ
り、公的支援(生活保護等)への結びつ
け、包括での人海戦術等。 制度の枠

設置されて3年を経過し第2期に入っている
が、認知度が思うように上がらずPR不足を
感じている。対外活動の必要性を日々感じ
ている。

業務にかける時間配分を見直し、できるだ
け均等に係ることの出来るよう配慮してい
きたい。総量は変わらないので工夫が必要
である。 制度の枠

229
地域包括
支援セン
ター

第４地域
包括支援ｾ
ﾝﾀｰ(酒匂
中・国府津
中・橘中)

高齢者

高齢者の利用できる移動手段が限られて
おり、軽度介護度の方は自費送迎サービ
スやタクシーに依存せざるを得ず経済的負
担が大きい

交通手段に関してもなるべく費用負担の
少ないサービス情報を提供するにとどま
る。特定高齢者事業への参加を踏みと
どまらせる一因になっている(一人ではい
けない)と思われる。

制度の枠

介護保険の予防給付関連業務が活動の大
半を占めてしまっていることが否定できな
い。介護給付に比して手間が少ないと評価
されているところであるが、高齢者の抱える
問題に大きな差はなく、対応に時間をかけ
ざるを得ない。再委託件数が増えていかな
いのも悩ましいところである

予防給付に関しては居宅が再委託を受け
やすい環境の整備を国や保険者にお願い
したいところである。包括の扱う件数に上
限がない以上、今後も業務量は増えていく
事から、包括単位に予防ケアプラン作成専
門事業所を設置するなど思い切った手段を
とっていただければと思う

制度の枠

230
地域包括
支援セン
ター

第５地区
地域包括
支援セン
ター(千代
中・鴨宮
中)

高齢者・障
害者

高齢者の中には、障害（身体・精神）の認
定を受けている方も少なくはない。高齢者
本人に大きな障害はないが、家族が障害
（精神）を持っているために、生活に支障が
出ているケースも最近は目立ってきてい
る。

地域包括支援センターは、関係専門機
関への橋渡しの機関ではあるが、市役
所内の○○課と△△課の橋渡しをする
こともある。市役所内の横の連携がもう
少しできていると、ケース対応もスムース
に運ぶと思う。

制度の枠

231
社会福祉
法人（障害
者）

明星会
竹の子学
園相談支
援センター
エール

障害者

・障害者の移動支援が使いにくい。ヘル
パーの方が障害者へ関わることへの不安
や、ヘルパーの方が、高齢者対応に追わ
れ、障害者の移動支援に関われる余裕が
無いとのことで、契約を断られる事が多い。
・成年後見制度利用支援事業が普及して
いない。第三者後見人への報酬の助成が
確立されていない。

ご本人の希望する時間に移動支援が使
えず、事業所の都合に合わせなければ
ならない。

制度の枠

指定相談支援事業所として県からの指定
は受けていますが、市町村からの委託が
無く、運営費が無い為事業が成り立たな
い。

相談されてこられる方には、適切に対応し
ており、相談されてこられる方との信頼関
係上、安易に受託されている相談支援事
業所の紹介ができない。

制度の枠
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232
NPO（障害
者）

（非）おだ
わら虹の
会
障害者

作業所職員等の多くは平均的サラリーマン
年収の７割程度という低額な給与等にもか
かわらず使命感を持って働いているが、労
働条件の向上等が一日も早く図られ、希望
を持って働き続けられる職場となることを強
く望んでいる。

適正な人件費率の維持は、事業の継続
にとって極めて大切であり、期待に応え
ることは難しいが、役員等の報酬をゼロ
とし、職員数を可能な限り少なくすること
などで少しずつ対応している。また、職
員の将来のためにも各種資格の取得等
のスキルアップを図ることは大切なた
め、研修会等の機会を大切にしている。

制度の枠

地域作業所は地域活動支援センターへの
移行が求められているが、センターでは、
新たなメニュー等に対応しなければ補助金
は減額となり、対応するには職員を増やさ
なければならず、人件費増の要因になるこ
とから対応に苦慮している。

障害者やその家族の方々の大きな期待に
応えるためにはセンターへ移行せざるを得
ないが、事業所としては現在の戦力で何が
できるか検討するとともに、将来に備えて、
情報の収集、職員のスキルアップなど準備
を進めている。

制度の枠

233
NPO（障害
者）

（非）小田
原市障害
者福祉協
議会

障害者

昭和５０年代当初に始まった「ともしびショッ
プ」であるが、現在、一般商店による価格
競争の影響等でいずれも不採算が続き、
経営困難となっている。
また、本市の斎場売店が指定管理者に
よって運営されると仄聞しており、その結果
次第では会員である障害者団体への活動
費助成はおろか、当法人の運営にも重大
な影響が出るものと危惧している。

障害者の社会参加の促進、就労の場の確
保の要請はますます強くなっているが、か
つてない不況下でその実現は容易でない。
当法人では、ゴミ袋の加工、販売等を目的
とした福祉工場の設置で、将来性のある職
場を確保したいと考え、先進地の視察、行
政への働きかけ等を行っている。

制度の枠

234
NPO（障害
者）

ありんこ
ホーム作業
所（肢体不
自由児者父
母の会構成
員）

障害者

地域作業所にも発達障害、高次脳機能障
害の方等、いろいろの障害の方の希望も
増えて工賃アップをして、就労意欲を持た
せたいが、作業の単価が安いため、工賃
アップが望めない。

作業の単価が高いものに変えようと努力し
ているが、なかなか見つからない。また、新
しい作業に変えようとしたら障害者が慣れ
にくく、納期に間に合わないため、ボラン
ティアさんに協力してもらって急場を乗り
切っている。

制度の枠

235
NPO（障害
者）

ありんこ
ホーム作業
所（肢体不
自由児者父
母の会構成
員）

障害者

利用者も保護者も高齢になって、親が面倒
を見れなくなった時、親なきあとの問題

グループホーム、又はケアホーム立ち上
げのチャンスを踏まえて、宿泊体験等を
しているが、予算などの関係で実現が難
しい。 制度の枠

236
NPO（障害
者）

（非）小田
原市障害
者福祉協
議会

障害者

特に視覚、聴覚に障害のある会員等から
会議の内容や会の運営状況等についてよ
く理解できないと苦情を寄せられることが多
く、コミュニケーションのとり方に苦慮してい
る。

団体の総会等では介助者を配置し、日
常的には手話等の研修を受けた職員を
置き、点字資料を作るなどでわかりやす
くする努力をしているが、なかなか難し
い。
結局はわかりやすい資料づくりや会議の
回数を増やす等で意思の疎通を図って
いく以外にないと考える。

多様化する
ニーズ

237
障害者支
援団体

小田原市
手をつなぐ
育成会

障害者

支援学校卒業後に行く日中活動の施設が
少なく、重度の利用者が入れない。

制度の枠
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238
障害者支
援団体

精神障害
者連絡協
議会西湘
友の会

障害者

特定の電話番号がないため夜間に会員が
具合の悪くなった時の連絡先がありませ
ん。

・会長職である者の家族が当時者会の
運営に協力的でないことから電話は固
定電話での対応は無理なので携帯電話
での対応をするためＮＴＴドコモの１台の
電話で２台の電話番号を持てる機種に
買い換える予定です。買い換えの時期
が今ひとつ分らず苦慮しています。
・上記の会員には小田原市の独自の事
業である「なかよしクラブ」への参加を根
気よく行っていきたいと思っていますが
障害の特性からか他人の意見を直ぐ聞
いてもらえないので対応に苦慮していま
す。

制度の枠

239
障害者支
援団体

小田原市
手をつなぐ
育成会

障害者

知的障がい児・者は、行動や言動で誤解さ
れることが多いので、一般の市民の皆さん
に理解していただくため、話せる場面、活
動を見ていただける機会をつくっていけた
ら。

相談・交流の
場

240
障害者支
援団体

小田原市
肢体不自
由児者父
母の会

障害者

親の高齢化、亡き後などからグループホー
ム等の設置、運営についての行政の支
援、親子のレスパイトのための計画的一時
入所、緊急時の一時入所のための対応な
どを求める声等が多いが、障害者自立支
援法の施行により多くの施策の実施主体
が市町村となったことで、地域間格差の拡
大を心配する人が多い。

グループホーム等は徐々に整備されて
きているが、身体障害者等が利用できる
施設は県内でも数箇所しかなく、団体と
して先進市の視察及び、国、県、市等に
制度化を求める要望書を提出するなど
要請している。また、当市に設置されて
いる重症心身障害児（者）施設では、入
所については待機者数を、一時入所に
ついては利用実態等を明示するよう要
望している。

制度の枠

会員の高齢化等もあって会員数は年々減
少し、活動への参加者も少なくなり、活力が
弱まってきている。

養護学校や行政等においては、関係する
障害者団体への加入促進のためのＰＲをし
ていただくよう要請すること。若い会員の入
会や活動への参加を促進するため、団体
内の話し合いだけでなく、各種利用施設ご
とに利用者が話し合えるような場を設ける
こと、会報の発行回数を増やし、必要な情
報がタイムリーに提供できるようにすること
などを進めたいと考え、話し合っている。

相談・交流の
場

241
障害者支
援団体

小田原市
聴覚言語
障害者福
祉会

障害者

小田原市では、聴覚障害を持っている方が
３００人おり、手話通訳派遣の件数が毎年
多くなっている。（３００件以上）
小田原市登録手話通訳者が不足である。

手話通訳養成講習会で手話通訳者に合
格できるように指導しております。

制度の枠

聴覚障害を持っている方の要望は何か情
報交換できる場所を作りたい。全員の中で
は、若い人の会員が少ないため、若い人の
力を集めて聴覚障害の福祉向上と発展を
目指す。

行事、講習会を開催して聴覚障害者と健常
者と交流を深めてバリアフリーを目指して
おります。 相談・交流の

場

242
障害者支
援団体

精神障害
者連絡協
議会西湘
友の会

障害者

新規の会員の確保に苦慮しています。「み
んなで語ろうインＯＤＡＷＡＲＡ」や新春の集
いなどには毎回新規の参加者がいるので
すが常時の会員になってくれる人がいませ
ん。

チラシを地域交流事業の時などイベント毎
に配布しているのですがなかなか上手く行
きません。でも今年度の新春の集いには小
田原市内のメンタルクリニックから新規の
参加者がありました。根気よくチラシを配布
し続けます。

担い手

243
障害者支
援団体

聴覚言語
障害者福
祉会（難
聴）

障害者

難聴者は当会では高齢者が多い。行事な
どを決める段階でコミュニケーションが難し
くまとまらない。また、外部との交渉などもＦ
ＡＸで行うため、誤解など生じやすい。いつ
も同じ人がやって大変。

同じことを繰り返し説明したり書いたり、
いろいろやっている。外部との交渉は身
近の（家族など）健聴者にやってもらって
いることが多い。一部の役員に負担がか
かるが高齢化のため、今後が不安。

担い手

・役員会などの議事録が作れない。
・障害の理解をもっと広めたい。
・要約筆記者の養成

・議事録はないまま。対策を考えている。
・あらゆる機会に説明をしている。（講習会
などのときに）
・市に要望を伝えた。 行政への要望
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244
障害者支
援団体

小田原市
手をつなぐ
育成会

障害者

若い世代の入会希望が増えてほしい。

担い手

245 保育所
社会福祉
法人春光
保育園

子育て

・園のごく近所の子どもが入園を希望して
いるが、点数が低いため入所できない。
・園の設立に、あるいは運営に尽力した人
の子、孫が点数の加減で入所できない。

・いずれも、丁重に現況を話し、了解をも
らっているが、地域の力、協力の環をひ
ろげる意味では大変マイナスである。

制度の枠

246 保育所
社会福祉
法人春光
保育園

子育て

・落ち着きのない子どもの処遇、発達の上
で問題のある子どもの処遇　→親が（保護
者が）その現実をなかなか受け入れない。
・子どもとの接し方「しつけ」のメリハリに自
信のない親が多い。

・個別の相談の場を設ける。
・「育児家庭教育学級」を開催し、啓発の機
会をつくる。 多様化する

ニーズ

247 保育所
市立桜井
保育園

子育て

子どもの成長過程の途中でどのように子ど
もと関わったらよいか、離乳食の進め方の
きめ細かい方法などちょっとした子育ての
アドバイスを受ける人が身近にいない。

・園開放の時等に質問されたり子育て支
援スタッフにアドバイスを受けたり、保護
者同士の会話もヒントになっている。
・子育て中の人が気軽に立ち寄り簡単な
ランチができたりアドバイスが受けられる
スポットが身近にあると良い。

相談・交流の
場

園生活で気になる子が増加している。大き
な発達の遅れや身体的な障害がある訳で
はないが集団行動がとれなかったり、社会
性が損なわれている子に対して支援や相
談を気軽に受けられる所が求められてい
る。

親も保育者も対応の仕方や支援の方法等
に戸惑いを感じながら育児・保育を行って
いるが、気軽にちょっとしたことでも相談で
きたり、支援の方々を教えてもらえる人材・
機関が身近にあると良い。

相談・交流の
場

248
健康おだ
わら普及
員

高齢者

・高齢者の方など出席する方が決まってい
る。
・共働きの方が増えているので、若い方の
平日の出席が少ない。

・地域によって対応は違っているが、回
覧板以外に口コミや商店街にポスターを
貼ってもらうなど工夫している所もある。
・主に保健師や普及員同士の話し合い
を密にして地域にあわせた活動を心掛
けている。

市民意識

・きまった方々だけでなく、幅広い年齢層の
方々に参加していただける行事を考えてい
く。

・行事は平日だけでなく、土日の開催もして
いく

相談・交流の
場
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